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　『わが家のアイドル』7月号の表紙を飾ってくれたのは、
長須賀在住、鳥海博司さんのお子さんの善くんと飛羽く
んの兄弟。お兄ちゃんの善くんはおとなしく、飛羽くんは、
やんちゃ！！と対照的な性格の二人ですが、とても仲良し。善く
んと飛羽くんのパパはとっても優しく、家族みんなのヒーローな
んだそうです。普段より、ご近所のみなさんが二人をとても可愛
がり、当日も撮影の応援に駆けつけ、二人を和ませてくれたりと
協力してくださいました。
　おばあちゃん、ご両親ともに「事故なく、けがなく、健
康で元気に育ってくれればそれがなによりです。」と話し
てくれました。

● わが家のアイドル ●

鳥海善くん（4歳）・飛羽くん（1歳）
ぜん とわ

「ほなみ」
表紙モデル
大募集中！！

（組合員ご家族に限ります）
お問い合わせは総務課まで
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●税務相談日 7月15日（火）・8月5日（火）午前9時30分～12時まで（要予約）

●法律相談日 7月17日（木）・8月7日（木）午前9時30分～12時まで（要予約）　●祭司事業のご案内は ☎23-9400
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　5月26日、木更津市園芸出荷組合は中郷経済センターにおいて、

生産者並びに市場関係者・君津農業事務所・全農千葉県本部担当

者・JA職員らが参加し、とうもろこしの出荷査定会を行いました。

　3月の低温・曇天の影響から生育に遅れがみられたものの、その

後は徐 に々回復。現品査定で市場関係者からは「適期収穫で鮮度、

規格も良く、とても瑞 し々い！木更津産とうもろこしを待っていま

す。」と、高く評価され、また「売り場の拡大、有利販売にも繋げる

ため、今後もJAを通じ情報の提供、選果選別の徹底をお願いしま

す」と呼びかけました。

　農業事務所担当者からは、「病害虫による大きな被害はみられま

せんが、引き続き管理の徹底をお願いします。」と話され、鳥獣害

対策の説明もありました。

　5月29日、JA木更津市営農推進課職員と神谷農園の神谷正美

さん指導のもと、木更津市立中郷小学校６年生がとうもろこし

（プレミアム味来85）の定植を行いました。

　当日植えた苗は、5月8日に児童らが種まきをし、生長したもの

で、定植の日まで毎日水やりの管理や生育を観察してきました。

　最初にJA職員から、定植のポイント等お手本を見せながら説

明があり、その後児童らは約1,000本の苗を中郷地区まちづくり

協議会の方たちと一緒に植えました。

　定植後、児童らからは、強風対策やマルチの必要性等、疑問に

思ったことなど、多くの質問があり、JA職員、神谷さんの話を熱

心に聞いていました。

▲現品査定の様子

▲見事なとうもろこし

▲定植指導の様子

中郷小とうもろこし定植指導

と
う
も
ろ
こ
し
出
荷
査
定
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●税務相談日 7月15日（火）・8月5日（火）午前9時30分～12時まで（要予約）

●法律相談日 7月17日（木）・8月7日（木）午前9時30分～12時まで（要予約）　●祭司事業のご案内は ☎23-9400

●木更津ふさおとめ

●木更津ふさこがね

●木更津コシヒカリ

●木更津粒すけ

●木更津ふさおとめ 木更津産

●木更津ふさこがね

●木更津コシヒカリ 木更津産

●木更津粒すけ

き
れ
い
な
水
で

育
て
た

美
味
し
い
お
米

太
陽
の
光
を

存
分
に
浴
び
た

美
味
し
い
お
米

粒が大きくふっくらとした
炊き上がり

粒が大きく白く光沢に優れ、
程良い粘りと弾力がある
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︵
コ
シ
ヒ
カ
リ
︶

生活購買課　☎23-8022お問い合せ・ご予約

お届けは8月以降を予定　玄米も予約承ります木更津ブランド米など
地元産の新米を揃えました！

　JA木更津市ブルーベリー部会は、6月2日、富来田支店におい

て、生産者・出荷市場4社・君津農業事務所・JA職員ら42名参

加のもと、出荷査定会・販売会議を開催しました。

　鶴岡静治部会長は、沢山の生産者の方々の出席に喜びと感

謝の意を述べられるとともに、引き続き品質の向上を目指し、選

果・選別の徹底を呼びかけました。

　市場関係者からは「木更津産ブルーベリーは品質が良

く、高い評価を受けています。有利販売できるよう、適期収

穫のうえ、安定出荷・情報の提供をお願いします。」と呼び

かけがありました。

　なお、ブルーベリー部会の皆さんが収穫したブルーベ

リーを使用したパンが山崎製パン㈱より販売されるなど、

様々な用途で使用され、大好評を頂いております。

　6月13日、木更津市農協稲作研究会はサナテックシード㈱

の川崎氏、全農ちばの名雪氏を講師に招き生産者13名、木更

津市、木更津市農協等関係機関9名の合計24名が参加し管内

6圃場を巡回しました。慣行コシヒカリを始め、有機コシヒカリ

(学校給食米)、また粒すけの生育状況等の確認を行いました。

　圃場巡回終了後、川崎氏より高温障害における肥料吸収に

ついてや今後の管理について説明があり、名雪氏からは、カメ

ムシについての防除適期や対策、来年に向けてアオミドロの

発生条件等の説明がありました。

　稲作研究会役員の佐藤氏から「高温障害対策やカメムシ

防除を行い、品質の良いお米を作っていきましょう！」と決意

表明がありました。

▲現品査定の様子

◀鶴岡静治
　部会長

木更津産新米予約開始!!
令和７年度令和７年度

5／19（月）〜

受付中!

5／19（月）〜

受付中!

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
出
荷
査
定
会

稲
作
研
究
会
中
間
検
討
会
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2025（R7）.7月号－662－ほなみ
●税務相談日 7月15日（火）・8月5日（火）午前9時30分～12時まで（要予約）

●法律相談日 7月17日（木）・8月7日（木）午前9時30分～12時まで（要予約）　●祭司事業のご案内は ☎23-9400

お問い合わせ

▲支部長会議の様子

　　6月5日・6日の２日間にわたり、本店

大会議室、富来田公民館の２会場におい

て、支部長会議並びに健康管理推進委員会

支部会議を開催しました。

　会議冒頭石渡肇組合長は、日頃からの

協力に感謝の意を述べたあと、皆さまの

健康を願い、より多くの方が受診される

よう薦めました。その後、職員より健康調査受診の案内、引き続き支部長会議では、農協の事業・

計画の報告、規約、肥料価格高騰緊急支援事業の案内説明がありました。

　本年度の支部長会長・副会長は次の通りです。

中郷農機センター

富来田農機センター

☎98-0279
☎53-3311

場所：富来田農機センター

令和７年

7月18日（金）
16：00〜

コンバイン他の安全操作・点検ポイントなど

わかりやすく講習いたします！

※VRゴーグルによる農作業事故疑似体験も

　予定しています

農作業事故ゼロ運動展開中！農作業事故ゼロ運動展開中！

〇支部長会長・副会長紹介【敬称略】

会　長　髙品　佳文（畔戸）
副会長　石渡　和美（高須）
副会長　髙橋　　勇（中野）
会　長　鈴木　義信（中里）
副会長　山口　千尋（西山第一）
副会長　近藤　昭二（大崎第一）
会　長　小篭　吉雄（長須賀南）
副会長　鈴木　貞夫（吾妻第一）
副会長　鈴木　　悟（祇園）

会　長　中村　幹夫（中尾第二）
副会長　鳥海　祐美（椿）
副会長　庄司　　敦（犬成第一）
会　長　髙橋　一夫（桜井谷第二）
副会長　今城　　進（馬船谷）
副会長　地曵　　勉（太田下部）
会　長　谷中　淑浩（三区下部）
副会長　見渡　泰夫（二区）
副会長　安西　宣之（五区）

会　長　磯部　　実（畑沢下部）
副会長　鈴木　雅之（上烏田上部）
副会長　苅込　　孝（上烏田下部）
会　長　相川　幸雄（上望陀）
副会長　佐久間一美（十日市場）
副会長　髙橋　　武（曽根）
会　長　柴崎　義成（石川原）
副会長　宮野　辰美（七曲第三）
副会長　實方　美和（五郷）
会　長　鈴木修一郎（湯名）
副会長　大河　晃蔵（田川）
副会長　鈴木　　卓（石沢）

金　田

岩　根

中　央
清見台

真　船
太　田

清　川

波　岡

中　郷

富来田

下　郡鎌　足

JA木更津市ではブルーベリー部会の生産者
が収穫した冷凍ブルーベリーを販売してお
ります。ジャムやジュース、お菓子など使
い方は色々！！

営農推進課 ☎98-0321
中郷経済センター ☎98-6681
富来田経済センター ☎53-5313

お気軽にご連絡ください。

販売価格：1kg 1,500円（税込）

お問い
合わせ

令和７年度 支部長会長・副会長決定

秋の農機整備
安全講習会
秋の農機整備
安全講習会

支部長会議・健康管理推進委員会支部会議開催

木更津産
冷凍ブルーベリー
販売中!!

中郷・富来田経済センターにて販売中！！
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ま
た
、昨
年
度
の
袖
ヶ
浦
市
に
お
け
る
補
助
額
は
28
．０
円
／
㎏
で
す
が
、富

津
市
に
お
い
て
は
補
助
額
が
69
．６
円
／
㎏
で
あ
り
、生
産
者
の
実
質
負
担
額
は

発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、引
き
続
き
市
の
負
担
割
合
の
増
額
に
つ
い
て
要
望

い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

本
市
で
は
、農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、千
葉
県
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
協
議
会
を
通
じ
、県
お
よ
び
全
農
と
協
調

し
て
処
理
費
用
の
一
部
助
成
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
の
処
理
料
金
改
定
以
降
、生
産
者
の
負
担
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
重
要
な
課
題
と
し
て
捉
え
、令
和
４
年
度
か
ら
助
成
額
を
10
．

0
円
／
㎏
か
ら
15
．0
円
／
㎏
へ
、さ
ら
に
令
和
５
年
度
か
ら
は
22
．4
円

／
㎏
へ
と
段
階
的
に
増
額
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、環
境
保
全
対
策
と
し
て
、農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
料
の
助

成
と
併
せ
て
生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
購
入
費
助
成
を
実
施
し
て
お

り
、ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
助
成
額
の
更
な
る
増
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、現

状
難
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、県
お
よ
び
全
農
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
適
正
処
理
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
継
続
的
な
支
援
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

⑵
生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム（
崩
壊
マ
ル
チ
）を
使
用
す
る
こ
と
で
、生
産
者
の

作
業
の
効
率
化
や
省
力
化
が
図
ら
れ
ま
す
が
、価
格
面
に
お
い
て
は
一
般
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム
の
約
３
倍
で
あ
り
、生
産
者
の
費
用
負
担
が
大
き
く
、使
用
し
難
い
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。今
後
、当
該
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
普
及
拡
大
に
よ
っ
て
、環
境

保
全
に
も
寄
与
す
る
事
と
な
り
ま
す
の
で
、現
在
の
補
助
額（
購
入
価
格×

20

％
）の
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
の
園
芸
作
物
の
栽
培
に
お
い
て
は
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
が
広
く
普
及
し
て
お

り
、生
育
促
進
や
除
草
作
業
の
軽
減
な
ど
に
高
い
効
果
を
発
揮
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、一
方
で
原
料
に
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
や
野
焼
き
処
分
に
よ
る
大
気
汚
染
に
も
大
き
な
影
響
が
考

え
ら
れ
、世
界
的
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、環
境
保
全
対
策
へ
の

意
識
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
使
用
率
が
向
上
す
る
こ
と
で
、労
働
力
の

軽
減
や
環
境
汚
染
対
策
に
も
高
い
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、補
助
額

の
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
は
国
際
的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、こ

れ
ま
で
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
を
受
け
入
れ
て
き
た
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、

輸
入
制
限
を
行
う
国
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
排
出
抑
制
に
繋
が
る

だ
け
で
な
く
、作
物
収
穫
後
の
は
ぎ
取
り
・
回
収
作
業
が
不
要
と
な
り
、農

作
業
の
効
率
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、本
市
に
お
い
て
は
購
入
経
費

の
20
％
を
補
助
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、令
和
７
年
度
か
ら
は
補
助
率
を

40
％
に
拡
大
し
助
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
普
及
に
向
け
、継
続
的
な
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、農
業
者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
よ
り
、農
地
が
適
切
に
利
用

さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、農
地
の
円
滑
な
継
承
に
向
け
て
将
来
の

地
域
の
受
け
手
を
重
点
的
に
支
援
す
る
と
共
に
、来
年
度
よ
り
原
則
と
し
て
地

域
計
画
に
紐
付
け
さ
れ
る
多
種
補
助
事
業
に
つ
い
て
、全
て
の
農
業
者
が
平
等
に

享
受
で
き
る
よ
う
引
続
き
積
極
的
な
説
明
会
の
開
催
と
地
域
の
話
合
い
に
基
づ

い
た「
地
域
計
画
」を
支
援
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
改
正
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
施
行
に
伴
い
、令
和

７
年
３
月
末
ま
で
の
策
定
に
向
け
て
御
尽
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、農
地
の
円
滑
な
継
承
に
向
け
て
集
落
ご
と
に
将
来
の
農
地
の
利
用
方
針

を
ま
と
め
る
た
め
、昨
年
４
月
よ
り
市
、農
業
委
員
会
、農
業
事
務
所
、Ｊ
Ａ
な
ど

が
連
携
し
て「
地
域
計
画
」の
策
定
に
つ
い
て
の
説
明
会
や
話
し
合
い
を
集
落
毎
に

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、農
水
省
は
令
和
７
年
度
か
ら
地
域

計
画
に
紐
付
け
る
補
助
事
業
を
大
き
く
増
や
す
こ
と
と
な
り
、事
業
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、10
年
後
の
地
域
の
農
地
の
耕
作
者
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
事
業
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

現
状
に
お
い
て
は
、ま
だ
ま
だ
農
業
者
や
農
地
所
有
者
の
理
解
が
得
ら
れ
て
お

ら
ず
、本
市
は
も
と
よ
り
、全
国
的
に
も
策
定
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

り
、将
来
的
に
補
助
事
業
が
利
用
で
き
な
い
農
業
者
が
出
な
い
よ
う
引
き
続
き

「
地
域
計
画
」の
策
定
を
支
援
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
要
因
に
よ
り
遊
休
農
地
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、農
地
の
適
切
な
利
用
と
継
承
を
進

め
る
た
め
に
は
、担
い
手
の
確
保
と
農
地
の
集
約
化
が
重
要
で
あ
り
、地
域

ご
と
の
農
地
利
用
の
将
来
像
を
示
す「
地
域
計
画
」の
策
定
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、昨
年
度
か
ら
説
明
会
の
開
催
や
話
し
合
い

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、地
域
計
画
の
策
定
ま
で
は
十
分
に
進
ん
で
い

な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、地
域
の
皆
様
の
意
向
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、早
期
の
計
画

策
定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

木
更
津
市
の
特
産
品
で
あ
る
米
・
野
菜
・
果
樹
等
の
農
畜
産
物
に
つ
い
て
、学
校

給
食
の
食
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り｢

食
の
安
全
・
安
心｣

、「
木
産
木
消
」

な
ど
へ
の
関
心
を
促
し
、食
育
推
進
に
繋
が
る
よ
う
市
民
・
消
費
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ

強
化
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
、平
成
28
年
度
に「
木
更
津
産
米
を
食
べ
よ
う
条
例
」の
制
定
に
よ
り
、

日
頃
よ
り
米
の
生
産
及
び
供
給
、販
売
及
び
利
用
、食
育
推
進
に
御
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、地
域
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
農
業
体
験
実
習
の
一
環
と
し
て
、

地
元
生
産
者
や
農
業
委
員
と
協
力
し
な
が
ら「
と
う
も
ろ
こ
し
」や「
水
稲
」の
作

付
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
の
特
産
品
を
収
穫
体
験
す
る
こ
と
と
併
せ
て
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、児
童
・
生
徒
や
そ
の
家
族
で
あ
る
市
民
と
生
産
者
で
あ
る
農

業
者
が「
食
の
安
全
・
安
心
」、「
木
産
木
消
」な
ど
、同
じ
意
識
を
持
ち
相
互
に
理

解
を
深
め
な
が
ら
食
育
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
の
推
進
や
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産

地
消
の
推
進
、家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
た
木
更
津
な
ら
で
は
の
食
農

教
育
の
推
進
な
ど
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
総
合
的
な
食
育

推
進
計
画
と
し
て
、令
和
４
年
３
月
に「
木
更
津
市
食
育
推
進
計
画
」を
、

そ
し
て
、実
行
計
画
で
あ
り
ま
す「
木
更
津
市
食
育
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」を
令
和
４
年
５
月
に
策
定
し
、食
育
を
官
民
一
体
と
な
り
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

食
育
推
進
の
取
組
と
し
ま
し
て
は
、更
な
る
食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、

親
子
料
理
教
室
や
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
、き
さ

ら
づ
食
育
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
、ま
た
、地
元
産
農
林
水
産
物
を
積
極
的
に
取

り
扱
う
店
舗
を「
木
更
津
市
地
産
地
消
推
進
店
」と
し
て
認
定
し
消
費
拡

大
を
図
る
な
ど
、市
民
・
消
費
者
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
小
学
校
で
は
、食
農
教
育
の
実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
の
力
を
お
借
り
し
て
、真
舟
小

学
校
敷
地
内
に
畑
を
開
墾
し
た
こ
と
に
よ
り
、食
農
教
育
の
環
境
を
よ
り

一
層
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
食
の
き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
の
提
供
日
数
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、副
菜
で
使
用
す
る
地
域
農
産
物
の
品
目
を
増
や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
か
ら
も
農
産
物
を
ご
提
供
い
た
だ
け

ま
す
と
、「
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
地
産
地
消
給
食
」の
提
供
、家
庭
・
地

域
・
学
校
が
連
携
し
た
食
育
の
推
進
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、市
で
は
計
画
に
基
づ
き
、庁
内
各
課
で
食
育
推
進
に
向
け

た
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、食
育
を
一
層
進
め
る
た
め
に
は
、食
育
推

進
協
議
会
の
委
員
で
あ
る
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、今
後
も
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

対
象
事
業
費
の
補
助
残
額
の
35
％
以
内（
た
だ
し
、県
補
助
額
と
同
額
以
内
）、君

津
市
が
補
助
対
象
事
業
費
の
10
％
以
内
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
市
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
制
度
は
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
農
業
者
の
事
業
費
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、隣
市
と
同
様
に

補
助
対
象
と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、作
業
の
効
率
化
や
農
業
者
の
負
担
軽
減
、農

作
物
の
品
質
向
上
に
繋
が
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
は
、こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、非
常
に
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
」次
世
代
産
地
整
備
支
援
事
業
の「
生
産
力
強
化

支
援
型
」、「
園
芸
施
設
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
型
」、「
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
型
」

の
県
補
助
対
象
事
業
費
の
う
ち
、補
助
残
額
に
対
す
る
市
の
上
乗
せ
補
助

の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
状
難
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、担
い
手
農
業
者
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、調
整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
自
粛
緩
和
を
背
景
に
業
務
用
で
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

な
ど
の
人
流
の
回
復
に
よ
り
消
費
が
上
昇
し
、家
庭
向
け
で
は
、物
価
高
騰
で
食

品
が
全
般
的
に
値
上
が
り
す
る
中
で
米
の
需
要
は
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
が
続

い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、令
和
５
年
産
米
の
高
温
障
害
に
よ
る
品
質
低
下
の
た
め

歩
留
ま
り
率
が
悪
化
し
、米
の
在
庫
数
量
が
減
少
し
た
こ
と
で
令
和
６
年
産
米

価
格
は
上
昇
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、飼
料
用
米
か
ら
主
食
用
米
へ
の
揺
り
戻

し
が
懸
念
さ
れ
、再
び
米
価
の
下
落
を
招
く
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、引
続
き

需
要
に
応
じ
た
生
産
の
実
現
と
米
生
産
者
の
所
得
安
定
に
資
す
る
た
め
、水
田

活
用
直
接
支
払
交
付
金
に
お
け
る
戦
略
作
物
助
成
と
併
せ
て
市
単
独
の
補
助
金

に
つ
い
て
加
算
措
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
、米
生
産
者
の
所
得
安
定
の
た
め
、令
和
４
年
度
か
ら「
新
規
需
要

米
拡
大
事
業
補
助
金
」と
し
て
、１
，０
０
０
円
／
10
ａ
を
上
限
と
し
て
補
助
を

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、木
更
津
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、産
米
出
荷
契
約
と
併

せ
て
戦
略
作
物
助
成
の
交
付
申
請
手
続
き
を
行
い
、令
和
６
年
産
飼
料
用
米
の

契
約
数
量
４
，５
６
８
俵
、加
工
用
米
の
契
約
数
量 

３
，２
３
１
俵
の
受
付
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、水
田
活
用
米
穀
の
契
約
数
量
は
昨
年
対
比
７
，７
４
４
俵
の

減
少
を
し
て
お
り
、令
和
６
年
産
か
ら
専
用
品
種
以
外
で
の
飼
料
用
米
に
対
す

る
助
成
金
の
段
階
的
な
引
き
下
げ
措
置
や
、米
の
消
費
拡
大
に
よ
る
米
価
の
上
昇

な
ど
が
要
因
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

来
年
産
以
降
も
米
価
の
先
高
観
が
広
が
る
一
方
で
、転
作
か
ら
主
食
用
米
へ
の

過
剰
な
揺
り
戻
し
に
よ
り
堅
調
な
米
価
を
再
び
押
し
下
げ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、

引
き
続
き
需
要
に
応
じ
た
主
食
用
米
の
生
産
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
者
の
所
得
安
定
と
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
価
格
水
準
が
維
持

さ
れ
る
よ
う
、市
単
独
の
補
助
金
に
つ
い
て
加
算
措
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

主
食
用
米
に
お
き
ま
し
て
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
、民

間
在
庫
量
の
減
少
を
背
景
に
令
和
６
年
産
米
価
格
が
急
騰
し
、生
産
者
に

と
っ
て
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
反
面
、米
価
の
急
激
な
変
動
は
生
産
者
の

経
営
安
定
を
損
な
う
も
の
で
も
あ
り
、引
き
続
き
米
の
需
給
調
整
を
図
る

施
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
で
は
、主
食
用
米
の「
一
般
品
種
」を
飼
料
用
米
と
し
て
出
荷
す
る
場

合
の
助
成
額
を
段
階
的
に
減
ら
す
方
針
を
取
っ
て
お
り
、更
な
る
非
主
食

用
米
へ
の
転
換
及
び
定
着
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、米
の
輸
出
拡
大
を
重
点

課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ど
、米
を
め
ぐ
る
政
策
は
大
き
な
転
換
期
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、国
、県
と
協
調
し
て
稲
作
農
家
の
経
営
安
定
に
向
け
、飼
料

用
米
や
米
粉
用
米
な
ど
へ
の
作
付
転
換
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
、「
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」や「
新
規
需
要
米
拡
大
事
業
補
助
金
」等
の

支
援
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。令
和
７
年
度
に
お
き
ま
し
て
も「
新
規
需
要

米
拡
大
事
業
補
助
金
」に
て
、引
き
続
き
市
独
自
で
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
千

円
を
上
限
と
し
て
上
乗
せ
補
助
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
上
乗
せ
額
の
加
算
措
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、現

状
難
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
も
需
要
に
応
じ
た
生
産
の
転
換
に

よ
り
、水
田
農
業
全
体
の
所
得
の
安
定
等
に
資
す
る
よ
う
、国
・
県
へ
要
望

す
る
と
と
も
に
連
携
し
て
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
産
物
被
害
等
は
、中
山
間
地
帯
を
中
心
に
平
坦
地
に
ま

で
及
び
、被
害
範
囲
は
近
年
急
激
に
拡
大
し
て
お
り
、農
業
者
の
生
産
意
欲
を
減

退
さ
せ
、耕
作
放
棄
地
の
一
層
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、木
更
津
市
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金
と
し
て
、電
気
柵

や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
な
ど
被
害
防
止
施
設
の
設
置
費
用
及
び
捕
獲
器
具
購

入
費
用
の
50
％
、最
大
１
，７
５
０
，０
０
０
円
が
補
助
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、農

作
物
被
害
額
の
増
加
に
伴
い
補
助
対
象
事
業
費
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、補

助
額
を
増
額
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
、有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
と
併
せ
て
狩
猟
免
許
取
得
促
進

事
業
に
よ
り
各
種
の
補
助
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、増
加
す
る
被
害
と
組
合
員
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

有
害
鳥
獣
対
策
係
と
し
て
担
当
者
３
名
を
配
置
し
、圃
場
の
状
態
、生
産
者
の
考

え
、地
域
の
問
題
な
ど
総
合
的
に
獣
害
を
捉
え
、駆
除
や
環
境
整
備
も
含
め
た
対

策
の
提
案
と
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

近
年
、イ
ノ
シ
シ
を
は
じ
め
シ
カ
、キ
ョ
ン
、ア
ラ
イ
グ
マ
等
に
よ
り
農
作
物
の
食

害
が
広
範
囲
に
及
び
、防
護
柵
等
の
設
置
に
要
す
る
費
用
も
高
額
と
な
っ
て
お
り
、

農
業
者
個
々
の
費
用
負
担
額
に
対
す
る
補
助
額
が
50
％
を
下
回
る
ケ
ー
ス
も
発

生
し
て
い
る
事
か
ら
、現
行
の
木
更
津
市
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助

金
の
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

防
護
柵
等
の
害
獣
に
対
す
る「
侵
入
防
止
」の
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
捕
獲
・
駆
除
」、「
環
境
管
理
」と
併
せ
て
獣
害
対
策
の
３
つ
の
柱
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
が
過
去
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、

「
捕
獲
・
駆
除
」は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、農
作
物
被
害
は
依

然
と
し
て
発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、農
業
者
の
生
産
意
欲
減
退
な
ど

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
取
り
組
む
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
う
ち
、防
護
柵
等
設
置
事
業

で
は
、令
和
６
年
度
か
ら
補
助
対
象
を
電
気
柵
・
物
理
柵
に
加
え
、防
鳥
網

ま
で
拡
大
し
、利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
、木
更
津
市
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補

助
金
の
予
算
枠
の
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
状
難
し
い
面
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、引
き
続
き
木
更
津
市
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

農
作
物
被
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴
令
和
２
年
４
月
よ
り
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
料
が
44
．５
円
／
㎏（
税

込
）か
ら
89
．６
円
／
㎏（
税
込
）に
値
上
げ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、令
和
５
年
度

に
お
け
る
県
・
市
・
全
農
か
ら
の
補
助
金
控
除
後
の
生
産
者
負
担
額
が
47
．２
円

／
㎏（
税
込
）と
高
額
で
あ
り
ま
す
。園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
適

正
処
理
を
進
め
る
た
め
の
処
理
対
策
推
進
事
業
に
か
か
る
助
成
措
置
と
し
て
、

市
の
負
担
割
合
の
更
な
る
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
生
産
者
の
負
担
を
軽
減
す
べ
く
、令
和
５
年
度
か
ら
助
成
金
を
22
．４

円
／
㎏
に
増
額
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
量
の
削
減
や
圃
場
に
お
け
る
作
業
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
導
入
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

が
、一
般
の
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
と
比
較
し
て
購
入
費
用
が
約
３
倍
と
な
る
た
め
、排

出
量
の
削
減
に
繋
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、一
般
マ
ル
チ
を
含
め
た
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
斉
回
収
を
毎
年
３

回
実
施
し
、回
収
毎
に
東
金
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
施
設
ま
で
運
搬
し
て
お
り

ま
す
。

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
料
は
、平
成
29
年
末
を
も
っ
て
中
国
政
府
に
よ

る
廃
プ
ラ
輸
入
禁
止
措
置
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
国
内
に
お
け
る
処
理
費
用

が
高
騰
し
、そ
れ
に
伴
い
生
産
者
の
負
担
額
も
急
激
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
の
補
助
額
は
、市
と
し
て
増
額
を
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
の
、

千
葉
県
10
．０
円
／
㎏
と
全
農
千
葉
県
本
部
10
．０
円
／
㎏
は
従
前
の
ま
ま
据

置
か
れ
て
お
り
、依
然
と
し
て
生
産
者
の
負
担
額
は
、47
．２
円
／
㎏
と
高
額
で

あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
、広
域
幹
線
道
路
網
の
整
備
進
展

に
よ
り
、観
光
集
客
施
設
が
金
田
地
区
に
数
多
く
進
出
し
て
お
り
、特
に
休
日
の

集
客
力
が
高
い
こ
と
か
ら
木
更
津
産
農
畜
産
物
を
販
売
、Ｐ
Ｒ
す
る
拠
点
と
し

て
最
適
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。そ
こ
で
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
着
岸
地
周
辺
の
農
業
振
興

地
域
農
用
地
を
含
め
た
設
置
可
能
用
地
の
斡
旋
を
い
た
だ
く
と
共
に
販
売
施
設

及
び
公
共
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
引
き
続
き
当
組
合
と
協
働
し
御
尽
力
い
た

だ
き
た
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、木
更
津
産
米
の
新
米
予
約
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、毎
年
全
職

員
に
よ
る
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、園
芸
作
物
に
つ
い
て
は
、当
Ｊ
Ａ
の
生
活
館
本
店
及
び
生
活
館
う
ま
く

た
店
を
は
じ
め
、市
内
の
大
手
ス
ー
パ
ー
内
に
産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
販
売
強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、本
市
の
基
幹
作
物
で
あ
る〝
米
〞は
、全
国
有
数
の
早
場
米
産

地
と
し
て
、県
内
外
の
消
費
者
に
向
け
て
い
ち
早
く
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、食
味
に
つ
い
て
も
令
和
元
年
度
に
当
地
で
開
催
さ
れ
た「
第
21
回
米･

食

味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル:

国
際
大
会
」に
お
い
て
、木
更
津
産
米
が
千
葉
県
初
と

な
る
金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

更
に
令
和
元
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
有
機
米
の
栽
培
面
積
も
毎
年
拡
大
し
て

お
り
市
内
公
立
小
中
学
校
に
提
供
し
て
い
る〝
き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
〞も
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
強
化
と
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、都
心
に
一
番
近
い
田
舎
と
い
う
地
理
的
特
性
を
活
か
し
た
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
着
岸
地
周
辺
で
の
木
更
津
産
米
及
び
園
芸
作
物
な
ど
、木
更
津
産
品
を
販

売
、Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
御
尽
力
い
た
だ
き
た
く
要
望
い
た

し
ま
す
。

【
回
答
】　

本
市
の
基
幹
作
物
で
あ
る
、米
づ
く
り
を
取
り
巻
く
環
境
は
、近

年
続
く
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
、高
品
質
な
米
の
収
量
が
減
少
し
た
こ
と
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
増
加
な
ど
に
よ
り
、米
価
は
上
昇
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、米
価
の
上
昇
分
が
農
業
者
に
行
き
渡
ら
な

い
ば
か
り
か
、農
業
者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
、有
害
鳥
獣
被
害
の
深
刻

化
に
加
え
、物
価
高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
な
ど
、依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
発
展
と
安
定
を
目
指
す
取
組
と
し
て
、米
の

付
加
価
値
向
上
や
消
費
拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
木
更
津
産

米
」食
味
分
析
コ
ン
ク
ー
ル
を
引
き
続
き
開
催
す
る
と
と
も
に
、学
校
給
食

へ
提
供
す
る「
き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
」の
生
産
を
促
進
し
、新
た
な
販
路

を
開
拓
す
る
な
ど
、農
業
の
振
興
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

更
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
地
元
農
林
水
産
物
の

Ｐ
Ｒ
を
図
る
な
ど
、情
報
発
信
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
要
望
の「
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
着
岸
地
周
辺
の
農
業
振
興
地
域
農
用
地
を

含
め
た
設
置
可
能
用
地
の
斡
旋
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、販
売
施
設
及
び

公
共
ト
イ
レ
の
設
置
」に
つ
き
ま
し
て
は
、設
置
希
望
箇
所
や
販
売
施
設
の

具
体
的
な
計
画
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
い
た
だ
き
、市
と
し
て

協
力
で
き
る
支
援
に
つ
い
て
、研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、地
域
農
業
が
抱
え
て
い
る
多
く
の
諸
問
題

を
は
じ
め
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」や「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」な
ど
国
際
的
な
環

境
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、環
境
負
荷
低
減
対
策
へ
の
取
り
組
み
も
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、農
業
の
生
産
基
盤
強
化
に
向
け
て
必
要
な
農
地
を
確
保
し
、新

規
就
農
者
の
育
成
・
支
援
・
確
保
ま
で
の
総
合
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

県
、市
、Ｊ
Ａ
等
が
連
携
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
な
う
相
談
窓
口
の
実
現
に
向
け
て
、

早
期
に
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、当
組
合
と
協
働
し
農
業
者
へ
の
支
援
に
御

尽
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、令
和
５
年
７
月
に
営
農
部
営
農
支
援
課
を
新
た
に
設
置
し
、担

い
手
の
支
援
策
と
し
て
、農
作
業
受
委
託
事
業
の
強
化
に
加
え
て
農
業
職
業
無
料

紹
介
所
を
通
じ
た
人
材
支
援
や
食
の
安
全
・
安
心
産
地
づ
く
り
の
推
進
強
化
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、次
世
代
の
担
い
手
と
な
る
新
規
就
農
者
が
育
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、新
た

な
農
業
の
展
開
や
農
用
地
の
維
持
管
理
は
勿
論
、農
業
に
か
か
る
環
境
保
全
な

ど
が
困
難
と
な
り
、地
域
全
体
の
活
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、本
市
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
の
原
動
力
と
な
り
得
る
担
い
手
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、広
く
人
材
を
集
め
育
成
す
る
た
め
の
支
援
施
設
と
し
て
、農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

令
和
６
年
産
の
米
価
は
上
昇
し
た
も
の
の
、燃
料
・
資
材
費
の

高
騰
や
、農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
、依
然
と
し
て
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。特
に
、農
業
者
の
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
も「
経
営
開
始
資
金
」や「
経
営
発
展
事

業
」な
ど
に
よ
り
新
規
就
農
者
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、更
な
る
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
施
策
と
し
て
、農
業
に
関
す
る
相
談
窓
口
や
、新
規
就
農
者

の
確
保
・
育
成
に
係
る
業
務
、環
境
保
全
型
農
業
の
指
導
・
支
援
に
係
る
業

務
な
ど
、総
合
的
な
農
業
者
支
援
を
行
う
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
を
は
じ
め
農
業
関
係
機
関
等
と
、農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
、検
討
会
か
ら
準
備
会
に
移
行
し
、進
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、セ
ン
タ
ー
設
置
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、Ｊ
Ａ
木
更

津
市
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
生
産
の
総
合
的
な
振
興
を
図
る
た
め
、規
模
拡
大
に
必
要
な
省
力
化
機

械
等
の
導
入
、高
収
量
・
高
品
質
を
実
現
す
る
た
め
の
施
設
化
や
環
境
整
備
、既

存
施
設
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、施
設
及
び
露
地
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
・
装
置

等
の
導
入
を
支
援
す
る
た
め
、補
助
対
象
事
業
費
の
補
助
残
額
に
対
す
る
市
単

独
の
補
助
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
従
事
者
は
減
少
し
高
齢
化
も
進
み
、生
産
基
盤
の
弱
体
化
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
中
で
、農
作
業
の
効
率
化
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、国
も
先
端
機
器
の
導
入
を
促
す
た
め「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進

法
」を
令
和
６
年
10
月
に
施
行
し
、省
力
化
や
生
産
性
の
向
上
に
役
立
つ
新
た
な

設
備
投
資
を
融
資
と
税
制
の
両
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、低
コ
ス
ト
で
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
を
実
現
す
る
た
め
、ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活
用
し
た
省
力
化
栽
培
技
術
や
高
性
能
機
械
の
導
入
に
向

け
た
提
案
型
推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、県
の
補
助
制
度
で
あ
る「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
」次
世
代
産

地
整
備
支
援
事
業
の「
生
産
力
強
化
支
援
型
」、「
園
芸
施
設
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

型
」、「
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
型
」の
補
助
対
象
事
業
に
つ
い
て
、袖
ヶ
浦
市
が
補
助

　

令
和
６
年
10
月
９
日
、当
J
A
は
木
更
津
市
に
対
し
「
令
和
７
年
度
木
更
津
市
農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。全
８
項
目
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
、こ
の
度
木
更
津
市
よ
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告

し
ま
す
。

３ 

「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
」次
世
代
産
地
整
備

　

 

支
援
事
業
に
か
か
る
市
単
独
の
補
助
事
業

　

 

の
実
施
に
つ
い
て 

要
望
事
項
と
回
答

木更津市より

回
答

「
木
更
津
市
農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書
」に
つ
い
て

令
和
７
年
度

１ 

木
更
津
産
農
畜
産
物
販
売
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

２ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
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ま
た
、昨
年
度
の
袖
ヶ
浦
市
に
お
け
る
補
助
額
は
28
．０
円
／
㎏
で
す
が
、富

津
市
に
お
い
て
は
補
助
額
が
69
．６
円
／
㎏
で
あ
り
、生
産
者
の
実
質
負
担
額
は

発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、引
き
続
き
市
の
負
担
割
合
の
増
額
に
つ
い
て
要
望

い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

本
市
で
は
、農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、千
葉
県
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
協
議
会
を
通
じ
、県
お
よ
び
全
農
と
協
調

し
て
処
理
費
用
の
一
部
助
成
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
の
処
理
料
金
改
定
以
降
、生
産
者
の
負
担
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
重
要
な
課
題
と
し
て
捉
え
、令
和
４
年
度
か
ら
助
成
額
を
10
．

0
円
／
㎏
か
ら
15
．0
円
／
㎏
へ
、さ
ら
に
令
和
５
年
度
か
ら
は
22
．4
円

／
㎏
へ
と
段
階
的
に
増
額
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、環
境
保
全
対
策
と
し
て
、農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
料
の
助

成
と
併
せ
て
生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
購
入
費
助
成
を
実
施
し
て
お

り
、ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
助
成
額
の
更
な
る
増
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、現

状
難
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、県
お
よ
び
全
農
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
適
正
処
理
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
継
続
的
な
支
援
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

⑵
生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム（
崩
壊
マ
ル
チ
）を
使
用
す
る
こ
と
で
、生
産
者
の

作
業
の
効
率
化
や
省
力
化
が
図
ら
れ
ま
す
が
、価
格
面
に
お
い
て
は
一
般
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム
の
約
３
倍
で
あ
り
、生
産
者
の
費
用
負
担
が
大
き
く
、使
用
し
難
い
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。今
後
、当
該
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
普
及
拡
大
に
よ
っ
て
、環
境

保
全
に
も
寄
与
す
る
事
と
な
り
ま
す
の
で
、現
在
の
補
助
額（
購
入
価
格×

20

％
）の
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
の
園
芸
作
物
の
栽
培
に
お
い
て
は
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
が
広
く
普
及
し
て
お

り
、生
育
促
進
や
除
草
作
業
の
軽
減
な
ど
に
高
い
効
果
を
発
揮
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、一
方
で
原
料
に
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
や
野
焼
き
処
分
に
よ
る
大
気
汚
染
に
も
大
き
な
影
響
が
考

え
ら
れ
、世
界
的
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、環
境
保
全
対
策
へ
の

意
識
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
使
用
率
が
向
上
す
る
こ
と
で
、労
働
力
の

軽
減
や
環
境
汚
染
対
策
に
も
高
い
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、補
助
額

の
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
は
国
際
的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、こ

れ
ま
で
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
を
受
け
入
れ
て
き
た
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、

輸
入
制
限
を
行
う
国
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
排
出
抑
制
に
繋
が
る

だ
け
で
な
く
、作
物
収
穫
後
の
は
ぎ
取
り
・
回
収
作
業
が
不
要
と
な
り
、農

作
業
の
効
率
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、本
市
に
お
い
て
は
購
入
経
費

の
20
％
を
補
助
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、令
和
７
年
度
か
ら
は
補
助
率
を

40
％
に
拡
大
し
助
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
普
及
に
向
け
、継
続
的
な
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、農
業
者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
よ
り
、農
地
が
適
切
に
利
用

さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、農
地
の
円
滑
な
継
承
に
向
け
て
将
来
の

地
域
の
受
け
手
を
重
点
的
に
支
援
す
る
と
共
に
、来
年
度
よ
り
原
則
と
し
て
地

域
計
画
に
紐
付
け
さ
れ
る
多
種
補
助
事
業
に
つ
い
て
、全
て
の
農
業
者
が
平
等
に

享
受
で
き
る
よ
う
引
続
き
積
極
的
な
説
明
会
の
開
催
と
地
域
の
話
合
い
に
基
づ

い
た「
地
域
計
画
」を
支
援
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
改
正
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
施
行
に
伴
い
、令
和

７
年
３
月
末
ま
で
の
策
定
に
向
け
て
御
尽
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、農
地
の
円
滑
な
継
承
に
向
け
て
集
落
ご
と
に
将
来
の
農
地
の
利
用
方
針

を
ま
と
め
る
た
め
、昨
年
４
月
よ
り
市
、農
業
委
員
会
、農
業
事
務
所
、Ｊ
Ａ
な
ど

が
連
携
し
て「
地
域
計
画
」の
策
定
に
つ
い
て
の
説
明
会
や
話
し
合
い
を
集
落
毎
に

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、農
水
省
は
令
和
７
年
度
か
ら
地
域

計
画
に
紐
付
け
る
補
助
事
業
を
大
き
く
増
や
す
こ
と
と
な
り
、事
業
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、10
年
後
の
地
域
の
農
地
の
耕
作
者
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
事
業
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

現
状
に
お
い
て
は
、ま
だ
ま
だ
農
業
者
や
農
地
所
有
者
の
理
解
が
得
ら
れ
て
お

ら
ず
、本
市
は
も
と
よ
り
、全
国
的
に
も
策
定
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

り
、将
来
的
に
補
助
事
業
が
利
用
で
き
な
い
農
業
者
が
出
な
い
よ
う
引
き
続
き

「
地
域
計
画
」の
策
定
を
支
援
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
要
因
に
よ
り
遊
休
農
地
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、農
地
の
適
切
な
利
用
と
継
承
を
進

め
る
た
め
に
は
、担
い
手
の
確
保
と
農
地
の
集
約
化
が
重
要
で
あ
り
、地
域

ご
と
の
農
地
利
用
の
将
来
像
を
示
す「
地
域
計
画
」の
策
定
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、昨
年
度
か
ら
説
明
会
の
開
催
や
話
し
合
い

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、地
域
計
画
の
策
定
ま
で
は
十
分
に
進
ん
で
い

な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、地
域
の
皆
様
の
意
向
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、早
期
の
計
画

策
定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

木
更
津
市
の
特
産
品
で
あ
る
米
・
野
菜
・
果
樹
等
の
農
畜
産
物
に
つ
い
て
、学
校

給
食
の
食
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り｢

食
の
安
全
・
安
心｣

、「
木
産
木
消
」

な
ど
へ
の
関
心
を
促
し
、食
育
推
進
に
繋
が
る
よ
う
市
民
・
消
費
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ

強
化
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
、平
成
28
年
度
に「
木
更
津
産
米
を
食
べ
よ
う
条
例
」の
制
定
に
よ
り
、

日
頃
よ
り
米
の
生
産
及
び
供
給
、販
売
及
び
利
用
、食
育
推
進
に
御
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、地
域
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
農
業
体
験
実
習
の
一
環
と
し
て
、

地
元
生
産
者
や
農
業
委
員
と
協
力
し
な
が
ら「
と
う
も
ろ
こ
し
」や「
水
稲
」の
作

付
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
の
特
産
品
を
収
穫
体
験
す
る
こ
と
と
併
せ
て
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、児
童
・
生
徒
や
そ
の
家
族
で
あ
る
市
民
と
生
産
者
で
あ
る
農

業
者
が「
食
の
安
全
・
安
心
」、「
木
産
木
消
」な
ど
、同
じ
意
識
を
持
ち
相
互
に
理

解
を
深
め
な
が
ら
食
育
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
の
推
進
や
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産

地
消
の
推
進
、家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
た
木
更
津
な
ら
で
は
の
食
農

教
育
の
推
進
な
ど
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
総
合
的
な
食
育

推
進
計
画
と
し
て
、令
和
４
年
３
月
に「
木
更
津
市
食
育
推
進
計
画
」を
、

そ
し
て
、実
行
計
画
で
あ
り
ま
す「
木
更
津
市
食
育
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」を
令
和
４
年
５
月
に
策
定
し
、食
育
を
官
民
一
体
と
な
り
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

食
育
推
進
の
取
組
と
し
ま
し
て
は
、更
な
る
食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、

親
子
料
理
教
室
や
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
、き
さ

ら
づ
食
育
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
、ま
た
、地
元
産
農
林
水
産
物
を
積
極
的
に
取

り
扱
う
店
舗
を「
木
更
津
市
地
産
地
消
推
進
店
」と
し
て
認
定
し
消
費
拡

大
を
図
る
な
ど
、市
民
・
消
費
者
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
小
学
校
で
は
、食
農
教
育
の
実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
の
力
を
お
借
り
し
て
、真
舟
小

学
校
敷
地
内
に
畑
を
開
墾
し
た
こ
と
に
よ
り
、食
農
教
育
の
環
境
を
よ
り

一
層
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
食
の
き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
の
提
供
日
数
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、副
菜
で
使
用
す
る
地
域
農
産
物
の
品
目
を
増
や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
か
ら
も
農
産
物
を
ご
提
供
い
た
だ
け

ま
す
と
、「
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
地
産
地
消
給
食
」の
提
供
、家
庭
・
地

域
・
学
校
が
連
携
し
た
食
育
の
推
進
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、市
で
は
計
画
に
基
づ
き
、庁
内
各
課
で
食
育
推
進
に
向
け

た
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、食
育
を
一
層
進
め
る
た
め
に
は
、食
育
推

進
協
議
会
の
委
員
で
あ
る
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、今
後
も
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

対
象
事
業
費
の
補
助
残
額
の
35
％
以
内（
た
だ
し
、県
補
助
額
と
同
額
以
内
）、君

津
市
が
補
助
対
象
事
業
費
の
10
％
以
内
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
市
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
制
度
は
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
農
業
者
の
事
業
費
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、隣
市
と
同
様
に

補
助
対
象
と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、作
業
の
効
率
化
や
農
業
者
の
負
担
軽
減
、農

作
物
の
品
質
向
上
に
繋
が
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
は
、こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、非
常
に
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
」次
世
代
産
地
整
備
支
援
事
業
の「
生
産
力
強
化

支
援
型
」、「
園
芸
施
設
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
型
」、「
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
型
」

の
県
補
助
対
象
事
業
費
の
う
ち
、補
助
残
額
に
対
す
る
市
の
上
乗
せ
補
助

の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
状
難
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、担
い
手
農
業
者
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、調
整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
自
粛
緩
和
を
背
景
に
業
務
用
で
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

な
ど
の
人
流
の
回
復
に
よ
り
消
費
が
上
昇
し
、家
庭
向
け
で
は
、物
価
高
騰
で
食

品
が
全
般
的
に
値
上
が
り
す
る
中
で
米
の
需
要
は
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
が
続

い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、令
和
５
年
産
米
の
高
温
障
害
に
よ
る
品
質
低
下
の
た
め

歩
留
ま
り
率
が
悪
化
し
、米
の
在
庫
数
量
が
減
少
し
た
こ
と
で
令
和
６
年
産
米

価
格
は
上
昇
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、飼
料
用
米
か
ら
主
食
用
米
へ
の
揺
り
戻

し
が
懸
念
さ
れ
、再
び
米
価
の
下
落
を
招
く
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、引
続
き

需
要
に
応
じ
た
生
産
の
実
現
と
米
生
産
者
の
所
得
安
定
に
資
す
る
た
め
、水
田

活
用
直
接
支
払
交
付
金
に
お
け
る
戦
略
作
物
助
成
と
併
せ
て
市
単
独
の
補
助
金

に
つ
い
て
加
算
措
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
、米
生
産
者
の
所
得
安
定
の
た
め
、令
和
４
年
度
か
ら「
新
規
需
要

米
拡
大
事
業
補
助
金
」と
し
て
、１
，０
０
０
円
／
10
ａ
を
上
限
と
し
て
補
助
を

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、木
更
津
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、産
米
出
荷
契
約
と
併

せ
て
戦
略
作
物
助
成
の
交
付
申
請
手
続
き
を
行
い
、令
和
６
年
産
飼
料
用
米
の

契
約
数
量
４
，５
６
８
俵
、加
工
用
米
の
契
約
数
量 

３
，２
３
１
俵
の
受
付
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、水
田
活
用
米
穀
の
契
約
数
量
は
昨
年
対
比
７
，７
４
４
俵
の

減
少
を
し
て
お
り
、令
和
６
年
産
か
ら
専
用
品
種
以
外
で
の
飼
料
用
米
に
対
す

る
助
成
金
の
段
階
的
な
引
き
下
げ
措
置
や
、米
の
消
費
拡
大
に
よ
る
米
価
の
上
昇

な
ど
が
要
因
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

来
年
産
以
降
も
米
価
の
先
高
観
が
広
が
る
一
方
で
、転
作
か
ら
主
食
用
米
へ
の

過
剰
な
揺
り
戻
し
に
よ
り
堅
調
な
米
価
を
再
び
押
し
下
げ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、

引
き
続
き
需
要
に
応
じ
た
主
食
用
米
の
生
産
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
者
の
所
得
安
定
と
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
価
格
水
準
が
維
持

さ
れ
る
よ
う
、市
単
独
の
補
助
金
に
つ
い
て
加
算
措
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

主
食
用
米
に
お
き
ま
し
て
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
、民

間
在
庫
量
の
減
少
を
背
景
に
令
和
６
年
産
米
価
格
が
急
騰
し
、生
産
者
に

と
っ
て
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
反
面
、米
価
の
急
激
な
変
動
は
生
産
者
の

経
営
安
定
を
損
な
う
も
の
で
も
あ
り
、引
き
続
き
米
の
需
給
調
整
を
図
る

施
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
で
は
、主
食
用
米
の「
一
般
品
種
」を
飼
料
用
米
と
し
て
出
荷
す
る
場

合
の
助
成
額
を
段
階
的
に
減
ら
す
方
針
を
取
っ
て
お
り
、更
な
る
非
主
食

用
米
へ
の
転
換
及
び
定
着
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、米
の
輸
出
拡
大
を
重
点

課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ど
、米
を
め
ぐ
る
政
策
は
大
き
な
転
換
期
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、国
、県
と
協
調
し
て
稲
作
農
家
の
経
営
安
定
に
向
け
、飼
料

用
米
や
米
粉
用
米
な
ど
へ
の
作
付
転
換
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
、「
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」や「
新
規
需
要
米
拡
大
事
業
補
助
金
」等
の

支
援
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。令
和
７
年
度
に
お
き
ま
し
て
も「
新
規
需
要

米
拡
大
事
業
補
助
金
」に
て
、引
き
続
き
市
独
自
で
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
千

円
を
上
限
と
し
て
上
乗
せ
補
助
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
上
乗
せ
額
の
加
算
措
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、現

状
難
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
も
需
要
に
応
じ
た
生
産
の
転
換
に

よ
り
、水
田
農
業
全
体
の
所
得
の
安
定
等
に
資
す
る
よ
う
、国
・
県
へ
要
望

す
る
と
と
も
に
連
携
し
て
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
産
物
被
害
等
は
、中
山
間
地
帯
を
中
心
に
平
坦
地
に
ま

で
及
び
、被
害
範
囲
は
近
年
急
激
に
拡
大
し
て
お
り
、農
業
者
の
生
産
意
欲
を
減

退
さ
せ
、耕
作
放
棄
地
の
一
層
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、木
更
津
市
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金
と
し
て
、電
気
柵

や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
な
ど
被
害
防
止
施
設
の
設
置
費
用
及
び
捕
獲
器
具
購

入
費
用
の
50
％
、最
大
１
，７
５
０
，０
０
０
円
が
補
助
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、農

作
物
被
害
額
の
増
加
に
伴
い
補
助
対
象
事
業
費
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、補

助
額
を
増
額
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
、有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
と
併
せ
て
狩
猟
免
許
取
得
促
進

事
業
に
よ
り
各
種
の
補
助
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、増
加
す
る
被
害
と
組
合
員
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

有
害
鳥
獣
対
策
係
と
し
て
担
当
者
３
名
を
配
置
し
、圃
場
の
状
態
、生
産
者
の
考

え
、地
域
の
問
題
な
ど
総
合
的
に
獣
害
を
捉
え
、駆
除
や
環
境
整
備
も
含
め
た
対

策
の
提
案
と
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

近
年
、イ
ノ
シ
シ
を
は
じ
め
シ
カ
、キ
ョ
ン
、ア
ラ
イ
グ
マ
等
に
よ
り
農
作
物
の
食

害
が
広
範
囲
に
及
び
、防
護
柵
等
の
設
置
に
要
す
る
費
用
も
高
額
と
な
っ
て
お
り
、

農
業
者
個
々
の
費
用
負
担
額
に
対
す
る
補
助
額
が
50
％
を
下
回
る
ケ
ー
ス
も
発

生
し
て
い
る
事
か
ら
、現
行
の
木
更
津
市
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助

金
の
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

防
護
柵
等
の
害
獣
に
対
す
る「
侵
入
防
止
」の
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
捕
獲
・
駆
除
」、「
環
境
管
理
」と
併
せ
て
獣
害
対
策
の
３
つ
の
柱
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
が
過
去
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、

「
捕
獲
・
駆
除
」は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、農
作
物
被
害
は
依

然
と
し
て
発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、農
業
者
の
生
産
意
欲
減
退
な
ど

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
取
り
組
む
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
う
ち
、防
護
柵
等
設
置
事
業

で
は
、令
和
６
年
度
か
ら
補
助
対
象
を
電
気
柵
・
物
理
柵
に
加
え
、防
鳥
網

ま
で
拡
大
し
、利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
、木
更
津
市
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補

助
金
の
予
算
枠
の
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
状
難
し
い
面
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、引
き
続
き
木
更
津
市
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

農
作
物
被
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴
令
和
２
年
４
月
よ
り
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
料
が
44
．５
円
／
㎏（
税

込
）か
ら
89
．６
円
／
㎏（
税
込
）に
値
上
げ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、令
和
５
年
度

に
お
け
る
県
・
市
・
全
農
か
ら
の
補
助
金
控
除
後
の
生
産
者
負
担
額
が
47
．２
円

／
㎏（
税
込
）と
高
額
で
あ
り
ま
す
。園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
適

正
処
理
を
進
め
る
た
め
の
処
理
対
策
推
進
事
業
に
か
か
る
助
成
措
置
と
し
て
、

市
の
負
担
割
合
の
更
な
る
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
生
産
者
の
負
担
を
軽
減
す
べ
く
、令
和
５
年
度
か
ら
助
成
金
を
22
．４

円
／
㎏
に
増
額
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
量
の
削
減
や
圃
場
に
お
け
る
作
業
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
導
入
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

が
、一
般
の
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
と
比
較
し
て
購
入
費
用
が
約
３
倍
と
な
る
た
め
、排

出
量
の
削
減
に
繋
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、一
般
マ
ル
チ
を
含
め
た
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
斉
回
収
を
毎
年
３

回
実
施
し
、回
収
毎
に
東
金
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
施
設
ま
で
運
搬
し
て
お
り

ま
す
。

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
料
は
、平
成
29
年
末
を
も
っ
て
中
国
政
府
に
よ

る
廃
プ
ラ
輸
入
禁
止
措
置
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
国
内
に
お
け
る
処
理
費
用

が
高
騰
し
、そ
れ
に
伴
い
生
産
者
の
負
担
額
も
急
激
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
の
補
助
額
は
、市
と
し
て
増
額
を
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
の
、

千
葉
県
10
．０
円
／
㎏
と
全
農
千
葉
県
本
部
10
．０
円
／
㎏
は
従
前
の
ま
ま
据

置
か
れ
て
お
り
、依
然
と
し
て
生
産
者
の
負
担
額
は
、47
．２
円
／
㎏
と
高
額
で

あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
、広
域
幹
線
道
路
網
の
整
備
進
展

に
よ
り
、観
光
集
客
施
設
が
金
田
地
区
に
数
多
く
進
出
し
て
お
り
、特
に
休
日
の

集
客
力
が
高
い
こ
と
か
ら
木
更
津
産
農
畜
産
物
を
販
売
、Ｐ
Ｒ
す
る
拠
点
と
し

て
最
適
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。そ
こ
で
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
着
岸
地
周
辺
の
農
業
振
興

地
域
農
用
地
を
含
め
た
設
置
可
能
用
地
の
斡
旋
を
い
た
だ
く
と
共
に
販
売
施
設

及
び
公
共
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
引
き
続
き
当
組
合
と
協
働
し
御
尽
力
い
た

だ
き
た
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、木
更
津
産
米
の
新
米
予
約
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、毎
年
全
職

員
に
よ
る
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、園
芸
作
物
に
つ
い
て
は
、当
Ｊ
Ａ
の
生
活
館
本
店
及
び
生
活
館
う
ま
く

た
店
を
は
じ
め
、市
内
の
大
手
ス
ー
パ
ー
内
に
産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
販
売
強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、本
市
の
基
幹
作
物
で
あ
る〝
米
〞は
、全
国
有
数
の
早
場
米
産

地
と
し
て
、県
内
外
の
消
費
者
に
向
け
て
い
ち
早
く
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、食
味
に
つ
い
て
も
令
和
元
年
度
に
当
地
で
開
催
さ
れ
た「
第
21
回
米･

食

味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル:

国
際
大
会
」に
お
い
て
、木
更
津
産
米
が
千
葉
県
初
と

な
る
金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

更
に
令
和
元
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
有
機
米
の
栽
培
面
積
も
毎
年
拡
大
し
て

お
り
市
内
公
立
小
中
学
校
に
提
供
し
て
い
る〝
き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
〞も
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
強
化
と
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、都
心
に
一
番
近
い
田
舎
と
い
う
地
理
的
特
性
を
活
か
し
た
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
着
岸
地
周
辺
で
の
木
更
津
産
米
及
び
園
芸
作
物
な
ど
、木
更
津
産
品
を
販

売
、Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
御
尽
力
い
た
だ
き
た
く
要
望
い
た

し
ま
す
。

【
回
答
】　

本
市
の
基
幹
作
物
で
あ
る
、米
づ
く
り
を
取
り
巻
く
環
境
は
、近

年
続
く
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
、高
品
質
な
米
の
収
量
が
減
少
し
た
こ
と
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
増
加
な
ど
に
よ
り
、米
価
は
上
昇
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、米
価
の
上
昇
分
が
農
業
者
に
行
き
渡
ら
な

い
ば
か
り
か
、農
業
者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
、有
害
鳥
獣
被
害
の
深
刻

化
に
加
え
、物
価
高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
な
ど
、依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
発
展
と
安
定
を
目
指
す
取
組
と
し
て
、米
の

付
加
価
値
向
上
や
消
費
拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
木
更
津
産

米
」食
味
分
析
コ
ン
ク
ー
ル
を
引
き
続
き
開
催
す
る
と
と
も
に
、学
校
給
食

へ
提
供
す
る「
き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
」の
生
産
を
促
進
し
、新
た
な
販
路

を
開
拓
す
る
な
ど
、農
業
の
振
興
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

更
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
地
元
農
林
水
産
物
の

Ｐ
Ｒ
を
図
る
な
ど
、情
報
発
信
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
要
望
の「
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
着
岸
地
周
辺
の
農
業
振
興
地
域
農
用
地
を

含
め
た
設
置
可
能
用
地
の
斡
旋
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、販
売
施
設
及
び

公
共
ト
イ
レ
の
設
置
」に
つ
き
ま
し
て
は
、設
置
希
望
箇
所
や
販
売
施
設
の

具
体
的
な
計
画
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
い
た
だ
き
、市
と
し
て

協
力
で
き
る
支
援
に
つ
い
て
、研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、地
域
農
業
が
抱
え
て
い
る
多
く
の
諸
問
題

を
は
じ
め
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」や「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」な
ど
国
際
的
な
環

境
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、環
境
負
荷
低
減
対
策
へ
の
取
り
組
み
も
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、農
業
の
生
産
基
盤
強
化
に
向
け
て
必
要
な
農
地
を
確
保
し
、新

規
就
農
者
の
育
成
・
支
援
・
確
保
ま
で
の
総
合
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

県
、市
、Ｊ
Ａ
等
が
連
携
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
な
う
相
談
窓
口
の
実
現
に
向
け
て
、

早
期
に
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、当
組
合
と
協
働
し
農
業
者
へ
の
支
援
に
御

尽
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、令
和
５
年
７
月
に
営
農
部
営
農
支
援
課
を
新
た
に
設
置
し
、担

い
手
の
支
援
策
と
し
て
、農
作
業
受
委
託
事
業
の
強
化
に
加
え
て
農
業
職
業
無
料

紹
介
所
を
通
じ
た
人
材
支
援
や
食
の
安
全
・
安
心
産
地
づ
く
り
の
推
進
強
化
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、次
世
代
の
担
い
手
と
な
る
新
規
就
農
者
が
育
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、新
た

な
農
業
の
展
開
や
農
用
地
の
維
持
管
理
は
勿
論
、農
業
に
か
か
る
環
境
保
全
な

ど
が
困
難
と
な
り
、地
域
全
体
の
活
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、本
市
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
の
原
動
力
と
な
り
得
る
担
い
手
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、広
く
人
材
を
集
め
育
成
す
る
た
め
の
支
援
施
設
と
し
て
、農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

令
和
６
年
産
の
米
価
は
上
昇
し
た
も
の
の
、燃
料
・
資
材
費
の

高
騰
や
、農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
、依
然
と
し
て
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。特
に
、農
業
者
の
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
も「
経
営
開
始
資
金
」や「
経
営
発
展
事

業
」な
ど
に
よ
り
新
規
就
農
者
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、更
な
る
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
施
策
と
し
て
、農
業
に
関
す
る
相
談
窓
口
や
、新
規
就
農
者

の
確
保
・
育
成
に
係
る
業
務
、環
境
保
全
型
農
業
の
指
導
・
支
援
に
係
る
業

務
な
ど
、総
合
的
な
農
業
者
支
援
を
行
う
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
を
は
じ
め
農
業
関
係
機
関
等
と
、農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
、検
討
会
か
ら
準
備
会
に
移
行
し
、進
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、セ
ン
タ
ー
設
置
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、Ｊ
Ａ
木
更

津
市
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
生
産
の
総
合
的
な
振
興
を
図
る
た
め
、規
模
拡
大
に
必
要
な
省
力
化
機

械
等
の
導
入
、高
収
量
・
高
品
質
を
実
現
す
る
た
め
の
施
設
化
や
環
境
整
備
、既

存
施
設
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、施
設
及
び
露
地
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
・
装
置

等
の
導
入
を
支
援
す
る
た
め
、補
助
対
象
事
業
費
の
補
助
残
額
に
対
す
る
市
単

独
の
補
助
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
従
事
者
は
減
少
し
高
齢
化
も
進
み
、生
産
基
盤
の
弱
体
化
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
中
で
、農
作
業
の
効
率
化
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、国
も
先
端
機
器
の
導
入
を
促
す
た
め「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進

法
」を
令
和
６
年
10
月
に
施
行
し
、省
力
化
や
生
産
性
の
向
上
に
役
立
つ
新
た
な

設
備
投
資
を
融
資
と
税
制
の
両
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、低
コ
ス
ト
で
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
を
実
現
す
る
た
め
、ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活
用
し
た
省
力
化
栽
培
技
術
や
高
性
能
機
械
の
導
入
に
向

け
た
提
案
型
推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、県
の
補
助
制
度
で
あ
る「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
」次
世
代
産

地
整
備
支
援
事
業
の「
生
産
力
強
化
支
援
型
」、「
園
芸
施
設
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

型
」、「
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
型
」の
補
助
対
象
事
業
に
つ
い
て
、袖
ヶ
浦
市
が
補
助

４ 

米
の
需
給
調
整
対
策
に
つ
い
て

５ 
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

６ 

環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
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ま
た
、昨
年
度
の
袖
ヶ
浦
市
に
お
け
る
補
助
額
は
28
．０
円
／
㎏
で
す
が
、富

津
市
に
お
い
て
は
補
助
額
が
69
．６
円
／
㎏
で
あ
り
、生
産
者
の
実
質
負
担
額
は

発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、引
き
続
き
市
の
負
担
割
合
の
増
額
に
つ
い
て
要
望

い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

本
市
で
は
、農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、千
葉
県
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
協
議
会
を
通
じ
、県
お
よ
び
全
農
と
協
調

し
て
処
理
費
用
の
一
部
助
成
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
の
処
理
料
金
改
定
以
降
、生
産
者
の
負
担
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
重
要
な
課
題
と
し
て
捉
え
、令
和
４
年
度
か
ら
助
成
額
を
10
．

0
円
／
㎏
か
ら
15
．0
円
／
㎏
へ
、さ
ら
に
令
和
５
年
度
か
ら
は
22
．4
円

／
㎏
へ
と
段
階
的
に
増
額
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、環
境
保
全
対
策
と
し
て
、農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
料
の
助

成
と
併
せ
て
生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
購
入
費
助
成
を
実
施
し
て
お

り
、ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
助
成
額
の
更
な
る
増
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、現

状
難
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、県
お
よ
び
全
農
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
適
正
処
理
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
継
続
的
な
支
援
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

⑵
生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム（
崩
壊
マ
ル
チ
）を
使
用
す
る
こ
と
で
、生
産
者
の

作
業
の
効
率
化
や
省
力
化
が
図
ら
れ
ま
す
が
、価
格
面
に
お
い
て
は
一
般
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム
の
約
３
倍
で
あ
り
、生
産
者
の
費
用
負
担
が
大
き
く
、使
用
し
難
い
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。今
後
、当
該
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
普
及
拡
大
に
よ
っ
て
、環
境

保
全
に
も
寄
与
す
る
事
と
な
り
ま
す
の
で
、現
在
の
補
助
額（
購
入
価
格×

20

％
）の
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
の
園
芸
作
物
の
栽
培
に
お
い
て
は
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
が
広
く
普
及
し
て
お

り
、生
育
促
進
や
除
草
作
業
の
軽
減
な
ど
に
高
い
効
果
を
発
揮
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、一
方
で
原
料
に
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
や
野
焼
き
処
分
に
よ
る
大
気
汚
染
に
も
大
き
な
影
響
が
考

え
ら
れ
、世
界
的
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、環
境
保
全
対
策
へ
の

意
識
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
使
用
率
が
向
上
す
る
こ
と
で
、労
働
力
の

軽
減
や
環
境
汚
染
対
策
に
も
高
い
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、補
助
額

の
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
は
国
際
的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、こ

れ
ま
で
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
を
受
け
入
れ
て
き
た
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、

輸
入
制
限
を
行
う
国
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
排
出
抑
制
に
繋
が
る

だ
け
で
な
く
、作
物
収
穫
後
の
は
ぎ
取
り
・
回
収
作
業
が
不
要
と
な
り
、農

作
業
の
効
率
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、本
市
に
お
い
て
は
購
入
経
費

の
20
％
を
補
助
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、令
和
７
年
度
か
ら
は
補
助
率
を

40
％
に
拡
大
し
助
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
普
及
に
向
け
、継
続
的
な
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、農
業
者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
よ
り
、農
地
が
適
切
に
利
用

さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、農
地
の
円
滑
な
継
承
に
向
け
て
将
来
の

地
域
の
受
け
手
を
重
点
的
に
支
援
す
る
と
共
に
、来
年
度
よ
り
原
則
と
し
て
地

域
計
画
に
紐
付
け
さ
れ
る
多
種
補
助
事
業
に
つ
い
て
、全
て
の
農
業
者
が
平
等
に

享
受
で
き
る
よ
う
引
続
き
積
極
的
な
説
明
会
の
開
催
と
地
域
の
話
合
い
に
基
づ

い
た「
地
域
計
画
」を
支
援
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
改
正
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
施
行
に
伴
い
、令
和

７
年
３
月
末
ま
で
の
策
定
に
向
け
て
御
尽
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、農
地
の
円
滑
な
継
承
に
向
け
て
集
落
ご
と
に
将
来
の
農
地
の
利
用
方
針

を
ま
と
め
る
た
め
、昨
年
４
月
よ
り
市
、農
業
委
員
会
、農
業
事
務
所
、Ｊ
Ａ
な
ど

が
連
携
し
て「
地
域
計
画
」の
策
定
に
つ
い
て
の
説
明
会
や
話
し
合
い
を
集
落
毎
に

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、農
水
省
は
令
和
７
年
度
か
ら
地
域

計
画
に
紐
付
け
る
補
助
事
業
を
大
き
く
増
や
す
こ
と
と
な
り
、事
業
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、10
年
後
の
地
域
の
農
地
の
耕
作
者
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
事
業
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

現
状
に
お
い
て
は
、ま
だ
ま
だ
農
業
者
や
農
地
所
有
者
の
理
解
が
得
ら
れ
て
お

ら
ず
、本
市
は
も
と
よ
り
、全
国
的
に
も
策
定
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

り
、将
来
的
に
補
助
事
業
が
利
用
で
き
な
い
農
業
者
が
出
な
い
よ
う
引
き
続
き

「
地
域
計
画
」の
策
定
を
支
援
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
要
因
に
よ
り
遊
休
農
地
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、農
地
の
適
切
な
利
用
と
継
承
を
進

め
る
た
め
に
は
、担
い
手
の
確
保
と
農
地
の
集
約
化
が
重
要
で
あ
り
、地
域

ご
と
の
農
地
利
用
の
将
来
像
を
示
す「
地
域
計
画
」の
策
定
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、昨
年
度
か
ら
説
明
会
の
開
催
や
話
し
合
い

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、地
域
計
画
の
策
定
ま
で
は
十
分
に
進
ん
で
い

な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、地
域
の
皆
様
の
意
向
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、早
期
の
計
画

策
定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

木
更
津
市
の
特
産
品
で
あ
る
米
・
野
菜
・
果
樹
等
の
農
畜
産
物
に
つ
い
て
、学
校

給
食
の
食
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り｢

食
の
安
全
・
安
心｣
、「
木
産
木
消
」

な
ど
へ
の
関
心
を
促
し
、食
育
推
進
に
繋
が
る
よ
う
市
民
・
消
費
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ

強
化
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
、平
成
28
年
度
に「
木
更
津
産
米
を
食
べ
よ
う
条
例
」の
制
定
に
よ
り
、

日
頃
よ
り
米
の
生
産
及
び
供
給
、販
売
及
び
利
用
、食
育
推
進
に
御
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、地
域
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
農
業
体
験
実
習
の
一
環
と
し
て
、

地
元
生
産
者
や
農
業
委
員
と
協
力
し
な
が
ら「
と
う
も
ろ
こ
し
」や「
水
稲
」の
作

付
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
の
特
産
品
を
収
穫
体
験
す
る
こ
と
と
併
せ
て
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、児
童
・
生
徒
や
そ
の
家
族
で
あ
る
市
民
と
生
産
者
で
あ
る
農

業
者
が「
食
の
安
全
・
安
心
」、「
木
産
木
消
」な
ど
、同
じ
意
識
を
持
ち
相
互
に
理

解
を
深
め
な
が
ら
食
育
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
の
推
進
や
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産

地
消
の
推
進
、家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
た
木
更
津
な
ら
で
は
の
食
農

教
育
の
推
進
な
ど
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
総
合
的
な
食
育

推
進
計
画
と
し
て
、令
和
４
年
３
月
に「
木
更
津
市
食
育
推
進
計
画
」を
、

そ
し
て
、実
行
計
画
で
あ
り
ま
す「
木
更
津
市
食
育
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」を
令
和
４
年
５
月
に
策
定
し
、食
育
を
官
民
一
体
と
な
り
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

食
育
推
進
の
取
組
と
し
ま
し
て
は
、更
な
る
食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、

親
子
料
理
教
室
や
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
、き
さ

ら
づ
食
育
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
、ま
た
、地
元
産
農
林
水
産
物
を
積
極
的
に
取

り
扱
う
店
舗
を「
木
更
津
市
地
産
地
消
推
進
店
」と
し
て
認
定
し
消
費
拡

大
を
図
る
な
ど
、市
民
・
消
費
者
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
小
学
校
で
は
、食
農
教
育
の
実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
の
力
を
お
借
り
し
て
、真
舟
小

学
校
敷
地
内
に
畑
を
開
墾
し
た
こ
と
に
よ
り
、食
農
教
育
の
環
境
を
よ
り

一
層
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
食
の
き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
の
提
供
日
数
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、副
菜
で
使
用
す
る
地
域
農
産
物
の
品
目
を
増
や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
か
ら
も
農
産
物
を
ご
提
供
い
た
だ
け

ま
す
と
、「
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
地
産
地
消
給
食
」の
提
供
、家
庭
・
地

域
・
学
校
が
連
携
し
た
食
育
の
推
進
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、市
で
は
計
画
に
基
づ
き
、庁
内
各
課
で
食
育
推
進
に
向
け

た
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、食
育
を
一
層
進
め
る
た
め
に
は
、食
育
推

進
協
議
会
の
委
員
で
あ
る
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、今
後
も
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

対
象
事
業
費
の
補
助
残
額
の
35
％
以
内（
た
だ
し
、県
補
助
額
と
同
額
以
内
）、君

津
市
が
補
助
対
象
事
業
費
の
10
％
以
内
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
市
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
制
度
は
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
農
業
者
の
事
業
費
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、隣
市
と
同
様
に

補
助
対
象
と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、作
業
の
効
率
化
や
農
業
者
の
負
担
軽
減
、農

作
物
の
品
質
向
上
に
繋
が
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
は
、こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、非
常
に
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
」次
世
代
産
地
整
備
支
援
事
業
の「
生
産
力
強
化

支
援
型
」、「
園
芸
施
設
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
型
」、「
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
型
」

の
県
補
助
対
象
事
業
費
の
う
ち
、補
助
残
額
に
対
す
る
市
の
上
乗
せ
補
助

の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
状
難
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、担
い
手
農
業
者
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、調
整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
自
粛
緩
和
を
背
景
に
業
務
用
で
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

な
ど
の
人
流
の
回
復
に
よ
り
消
費
が
上
昇
し
、家
庭
向
け
で
は
、物
価
高
騰
で
食

品
が
全
般
的
に
値
上
が
り
す
る
中
で
米
の
需
要
は
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
が
続

い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、令
和
５
年
産
米
の
高
温
障
害
に
よ
る
品
質
低
下
の
た
め

歩
留
ま
り
率
が
悪
化
し
、米
の
在
庫
数
量
が
減
少
し
た
こ
と
で
令
和
６
年
産
米

価
格
は
上
昇
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、飼
料
用
米
か
ら
主
食
用
米
へ
の
揺
り
戻

し
が
懸
念
さ
れ
、再
び
米
価
の
下
落
を
招
く
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、引
続
き

需
要
に
応
じ
た
生
産
の
実
現
と
米
生
産
者
の
所
得
安
定
に
資
す
る
た
め
、水
田

活
用
直
接
支
払
交
付
金
に
お
け
る
戦
略
作
物
助
成
と
併
せ
て
市
単
独
の
補
助
金

に
つ
い
て
加
算
措
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
、米
生
産
者
の
所
得
安
定
の
た
め
、令
和
４
年
度
か
ら「
新
規
需
要

米
拡
大
事
業
補
助
金
」と
し
て
、１
，０
０
０
円
／
10
ａ
を
上
限
と
し
て
補
助
を

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、木
更
津
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、産
米
出
荷
契
約
と
併

せ
て
戦
略
作
物
助
成
の
交
付
申
請
手
続
き
を
行
い
、令
和
６
年
産
飼
料
用
米
の

契
約
数
量
４
，５
６
８
俵
、加
工
用
米
の
契
約
数
量 

３
，２
３
１
俵
の
受
付
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、水
田
活
用
米
穀
の
契
約
数
量
は
昨
年
対
比
７
，７
４
４
俵
の

減
少
を
し
て
お
り
、令
和
６
年
産
か
ら
専
用
品
種
以
外
で
の
飼
料
用
米
に
対
す

る
助
成
金
の
段
階
的
な
引
き
下
げ
措
置
や
、米
の
消
費
拡
大
に
よ
る
米
価
の
上
昇

な
ど
が
要
因
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

来
年
産
以
降
も
米
価
の
先
高
観
が
広
が
る
一
方
で
、転
作
か
ら
主
食
用
米
へ
の

過
剰
な
揺
り
戻
し
に
よ
り
堅
調
な
米
価
を
再
び
押
し
下
げ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、

引
き
続
き
需
要
に
応
じ
た
主
食
用
米
の
生
産
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
者
の
所
得
安
定
と
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
価
格
水
準
が
維
持

さ
れ
る
よ
う
、市
単
独
の
補
助
金
に
つ
い
て
加
算
措
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

主
食
用
米
に
お
き
ま
し
て
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
、民

間
在
庫
量
の
減
少
を
背
景
に
令
和
６
年
産
米
価
格
が
急
騰
し
、生
産
者
に

と
っ
て
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
反
面
、米
価
の
急
激
な
変
動
は
生
産
者
の

経
営
安
定
を
損
な
う
も
の
で
も
あ
り
、引
き
続
き
米
の
需
給
調
整
を
図
る

施
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
で
は
、主
食
用
米
の「
一
般
品
種
」を
飼
料
用
米
と
し
て
出
荷
す
る
場

合
の
助
成
額
を
段
階
的
に
減
ら
す
方
針
を
取
っ
て
お
り
、更
な
る
非
主
食

用
米
へ
の
転
換
及
び
定
着
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、米
の
輸
出
拡
大
を
重
点

課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ど
、米
を
め
ぐ
る
政
策
は
大
き
な
転
換
期
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、国
、県
と
協
調
し
て
稲
作
農
家
の
経
営
安
定
に
向
け
、飼
料

用
米
や
米
粉
用
米
な
ど
へ
の
作
付
転
換
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
、「
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」や「
新
規
需
要
米
拡
大
事
業
補
助
金
」等
の

支
援
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。令
和
７
年
度
に
お
き
ま
し
て
も「
新
規
需
要

米
拡
大
事
業
補
助
金
」に
て
、引
き
続
き
市
独
自
で
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
千

円
を
上
限
と
し
て
上
乗
せ
補
助
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
上
乗
せ
額
の
加
算
措
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、現

状
難
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
も
需
要
に
応
じ
た
生
産
の
転
換
に

よ
り
、水
田
農
業
全
体
の
所
得
の
安
定
等
に
資
す
る
よ
う
、国
・
県
へ
要
望

す
る
と
と
も
に
連
携
し
て
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
産
物
被
害
等
は
、中
山
間
地
帯
を
中
心
に
平
坦
地
に
ま

で
及
び
、被
害
範
囲
は
近
年
急
激
に
拡
大
し
て
お
り
、農
業
者
の
生
産
意
欲
を
減

退
さ
せ
、耕
作
放
棄
地
の
一
層
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、木
更
津
市
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金
と
し
て
、電
気
柵

や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
な
ど
被
害
防
止
施
設
の
設
置
費
用
及
び
捕
獲
器
具
購

入
費
用
の
50
％
、最
大
１
，７
５
０
，０
０
０
円
が
補
助
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、農

作
物
被
害
額
の
増
加
に
伴
い
補
助
対
象
事
業
費
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、補

助
額
を
増
額
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
、有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
と
併
せ
て
狩
猟
免
許
取
得
促
進

事
業
に
よ
り
各
種
の
補
助
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、増
加
す
る
被
害
と
組
合
員
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

有
害
鳥
獣
対
策
係
と
し
て
担
当
者
３
名
を
配
置
し
、圃
場
の
状
態
、生
産
者
の
考

え
、地
域
の
問
題
な
ど
総
合
的
に
獣
害
を
捉
え
、駆
除
や
環
境
整
備
も
含
め
た
対

策
の
提
案
と
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

近
年
、イ
ノ
シ
シ
を
は
じ
め
シ
カ
、キ
ョ
ン
、ア
ラ
イ
グ
マ
等
に
よ
り
農
作
物
の
食

害
が
広
範
囲
に
及
び
、防
護
柵
等
の
設
置
に
要
す
る
費
用
も
高
額
と
な
っ
て
お
り
、

農
業
者
個
々
の
費
用
負
担
額
に
対
す
る
補
助
額
が
50
％
を
下
回
る
ケ
ー
ス
も
発

生
し
て
い
る
事
か
ら
、現
行
の
木
更
津
市
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助

金
の
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

防
護
柵
等
の
害
獣
に
対
す
る「
侵
入
防
止
」の
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
捕
獲
・
駆
除
」、「
環
境
管
理
」と
併
せ
て
獣
害
対
策
の
３
つ
の
柱
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
が
過
去
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、

「
捕
獲
・
駆
除
」は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、農
作
物
被
害
は
依

然
と
し
て
発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、農
業
者
の
生
産
意
欲
減
退
な
ど

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
取
り
組
む
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
う
ち
、防
護
柵
等
設
置
事
業

で
は
、令
和
６
年
度
か
ら
補
助
対
象
を
電
気
柵
・
物
理
柵
に
加
え
、防
鳥
網

ま
で
拡
大
し
、利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
、木
更
津
市
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補

助
金
の
予
算
枠
の
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
状
難
し
い
面
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、引
き
続
き
木
更
津
市
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

農
作
物
被
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴
令
和
２
年
４
月
よ
り
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
料
が
44
．５
円
／
㎏（
税

込
）か
ら
89
．６
円
／
㎏（
税
込
）に
値
上
げ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、令
和
５
年
度

に
お
け
る
県
・
市
・
全
農
か
ら
の
補
助
金
控
除
後
の
生
産
者
負
担
額
が
47
．２
円

／
㎏（
税
込
）と
高
額
で
あ
り
ま
す
。園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
適

正
処
理
を
進
め
る
た
め
の
処
理
対
策
推
進
事
業
に
か
か
る
助
成
措
置
と
し
て
、

市
の
負
担
割
合
の
更
な
る
増
額
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
生
産
者
の
負
担
を
軽
減
す
べ
く
、令
和
５
年
度
か
ら
助
成
金
を
22
．４

円
／
㎏
に
増
額
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
量
の
削
減
や
圃
場
に
お
け
る
作
業
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
導
入
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

が
、一
般
の
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
と
比
較
し
て
購
入
費
用
が
約
３
倍
と
な
る
た
め
、排

出
量
の
削
減
に
繋
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、一
般
マ
ル
チ
を
含
め
た
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
斉
回
収
を
毎
年
３

回
実
施
し
、回
収
毎
に
東
金
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
施
設
ま
で
運
搬
し
て
お
り

ま
す
。

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
料
は
、平
成
29
年
末
を
も
っ
て
中
国
政
府
に
よ

る
廃
プ
ラ
輸
入
禁
止
措
置
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
国
内
に
お
け
る
処
理
費
用

が
高
騰
し
、そ
れ
に
伴
い
生
産
者
の
負
担
額
も
急
激
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
の
補
助
額
は
、市
と
し
て
増
額
を
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
の
、

千
葉
県
10
．０
円
／
㎏
と
全
農
千
葉
県
本
部
10
．０
円
／
㎏
は
従
前
の
ま
ま
据

置
か
れ
て
お
り
、依
然
と
し
て
生
産
者
の
負
担
額
は
、47
．２
円
／
㎏
と
高
額
で

あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
、広
域
幹
線
道
路
網
の
整
備
進
展

に
よ
り
、観
光
集
客
施
設
が
金
田
地
区
に
数
多
く
進
出
し
て
お
り
、特
に
休
日
の

集
客
力
が
高
い
こ
と
か
ら
木
更
津
産
農
畜
産
物
を
販
売
、Ｐ
Ｒ
す
る
拠
点
と
し

て
最
適
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。そ
こ
で
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
着
岸
地
周
辺
の
農
業
振
興

地
域
農
用
地
を
含
め
た
設
置
可
能
用
地
の
斡
旋
を
い
た
だ
く
と
共
に
販
売
施
設

及
び
公
共
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
引
き
続
き
当
組
合
と
協
働
し
御
尽
力
い
た

だ
き
た
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、木
更
津
産
米
の
新
米
予
約
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、毎
年
全
職

員
に
よ
る
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、園
芸
作
物
に
つ
い
て
は
、当
Ｊ
Ａ
の
生
活
館
本
店
及
び
生
活
館
う
ま
く

た
店
を
は
じ
め
、市
内
の
大
手
ス
ー
パ
ー
内
に
産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
販
売
強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、本
市
の
基
幹
作
物
で
あ
る〝
米
〞は
、全
国
有
数
の
早
場
米
産

地
と
し
て
、県
内
外
の
消
費
者
に
向
け
て
い
ち
早
く
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、食
味
に
つ
い
て
も
令
和
元
年
度
に
当
地
で
開
催
さ
れ
た「
第
21
回
米･

食

味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル:

国
際
大
会
」に
お
い
て
、木
更
津
産
米
が
千
葉
県
初
と

な
る
金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

更
に
令
和
元
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
有
機
米
の
栽
培
面
積
も
毎
年
拡
大
し
て

お
り
市
内
公
立
小
中
学
校
に
提
供
し
て
い
る〝
き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
〞も
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
強
化
と
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、都
心
に
一
番
近
い
田
舎
と
い
う
地
理
的
特
性
を
活
か
し
た
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
着
岸
地
周
辺
で
の
木
更
津
産
米
及
び
園
芸
作
物
な
ど
、木
更
津
産
品
を
販

売
、Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
御
尽
力
い
た
だ
き
た
く
要
望
い
た

し
ま
す
。

【
回
答
】　

本
市
の
基
幹
作
物
で
あ
る
、米
づ
く
り
を
取
り
巻
く
環
境
は
、近

年
続
く
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
、高
品
質
な
米
の
収
量
が
減
少
し
た
こ
と
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
増
加
な
ど
に
よ
り
、米
価
は
上
昇
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、米
価
の
上
昇
分
が
農
業
者
に
行
き
渡
ら
な

い
ば
か
り
か
、農
業
者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
、有
害
鳥
獣
被
害
の
深
刻

化
に
加
え
、物
価
高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
な
ど
、依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
発
展
と
安
定
を
目
指
す
取
組
と
し
て
、米
の

付
加
価
値
向
上
や
消
費
拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
木
更
津
産

米
」食
味
分
析
コ
ン
ク
ー
ル
を
引
き
続
き
開
催
す
る
と
と
も
に
、学
校
給
食

へ
提
供
す
る「
き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
」の
生
産
を
促
進
し
、新
た
な
販
路

を
開
拓
す
る
な
ど
、農
業
の
振
興
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

更
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
地
元
農
林
水
産
物
の

Ｐ
Ｒ
を
図
る
な
ど
、情
報
発
信
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
要
望
の「
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
着
岸
地
周
辺
の
農
業
振
興
地
域
農
用
地
を

含
め
た
設
置
可
能
用
地
の
斡
旋
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、販
売
施
設
及
び

公
共
ト
イ
レ
の
設
置
」に
つ
き
ま
し
て
は
、設
置
希
望
箇
所
や
販
売
施
設
の

具
体
的
な
計
画
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
い
た
だ
き
、市
と
し
て

協
力
で
き
る
支
援
に
つ
い
て
、研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、地
域
農
業
が
抱
え
て
い
る
多
く
の
諸
問
題

を
は
じ
め
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」や「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」な
ど
国
際
的
な
環

境
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、環
境
負
荷
低
減
対
策
へ
の
取
り
組
み
も
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、農
業
の
生
産
基
盤
強
化
に
向
け
て
必
要
な
農
地
を
確
保
し
、新

規
就
農
者
の
育
成
・
支
援
・
確
保
ま
で
の
総
合
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

県
、市
、Ｊ
Ａ
等
が
連
携
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
な
う
相
談
窓
口
の
実
現
に
向
け
て
、

早
期
に
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、当
組
合
と
協
働
し
農
業
者
へ
の
支
援
に
御

尽
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、令
和
５
年
７
月
に
営
農
部
営
農
支
援
課
を
新
た
に
設
置
し
、担

い
手
の
支
援
策
と
し
て
、農
作
業
受
委
託
事
業
の
強
化
に
加
え
て
農
業
職
業
無
料

紹
介
所
を
通
じ
た
人
材
支
援
や
食
の
安
全
・
安
心
産
地
づ
く
り
の
推
進
強
化
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、次
世
代
の
担
い
手
と
な
る
新
規
就
農
者
が
育
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、新
た

な
農
業
の
展
開
や
農
用
地
の
維
持
管
理
は
勿
論
、農
業
に
か
か
る
環
境
保
全
な

ど
が
困
難
と
な
り
、地
域
全
体
の
活
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、本
市
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
の
原
動
力
と
な
り
得
る
担
い
手
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、広
く
人
材
を
集
め
育
成
す
る
た
め
の
支
援
施
設
と
し
て
、農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】　

令
和
６
年
産
の
米
価
は
上
昇
し
た
も
の
の
、燃
料
・
資
材
費
の

高
騰
や
、農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
、依
然
と
し
て
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。特
に
、農
業
者
の
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
も「
経
営
開
始
資
金
」や「
経
営
発
展
事

業
」な
ど
に
よ
り
新
規
就
農
者
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、更
な
る
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
施
策
と
し
て
、農
業
に
関
す
る
相
談
窓
口
や
、新
規
就
農
者

の
確
保
・
育
成
に
係
る
業
務
、環
境
保
全
型
農
業
の
指
導
・
支
援
に
係
る
業

務
な
ど
、総
合
的
な
農
業
者
支
援
を
行
う
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、Ｊ
Ａ
木
更
津
市
を
は
じ
め
農
業
関
係
機
関
等
と
、農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
、検
討
会
か
ら
準
備
会
に
移
行
し
、進
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、セ
ン
タ
ー
設
置
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、Ｊ
Ａ
木
更

津
市
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
生
産
の
総
合
的
な
振
興
を
図
る
た
め
、規
模
拡
大
に
必
要
な
省
力
化
機

械
等
の
導
入
、高
収
量
・
高
品
質
を
実
現
す
る
た
め
の
施
設
化
や
環
境
整
備
、既

存
施
設
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、施
設
及
び
露
地
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
・
装
置

等
の
導
入
を
支
援
す
る
た
め
、補
助
対
象
事
業
費
の
補
助
残
額
に
対
す
る
市
単

独
の
補
助
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
従
事
者
は
減
少
し
高
齢
化
も
進
み
、生
産
基
盤
の
弱
体
化
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
中
で
、農
作
業
の
効
率
化
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、国
も
先
端
機
器
の
導
入
を
促
す
た
め「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進

法
」を
令
和
６
年
10
月
に
施
行
し
、省
力
化
や
生
産
性
の
向
上
に
役
立
つ
新
た
な

設
備
投
資
を
融
資
と
税
制
の
両
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、低
コ
ス
ト
で
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
を
実
現
す
る
た
め
、ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活
用
し
た
省
力
化
栽
培
技
術
や
高
性
能
機
械
の
導
入
に
向

け
た
提
案
型
推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、県
の
補
助
制
度
で
あ
る「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
」次
世
代
産

地
整
備
支
援
事
業
の「
生
産
力
強
化
支
援
型
」、「
園
芸
施
設
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

型
」、「
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
型
」の
補
助
対
象
事
業
に
つ
い
て
、袖
ヶ
浦
市
が
補
助

７ 

改
正
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

　

 

（
令
和
５
年
４
月
施
行
）に
伴
う

　

 

「
地
域
計
画
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て

８ 

食
育
推
進
活
動
に
つ
い
て



2025（R7）.7月号－662－ほなみ
●税務相談日 7月15日（火）・8月5日（火）午前9時30分～12時まで（要予約）

●法律相談日 7月17日（木）・8月7日（木）午前9時30分～12時まで（要予約）　●祭司事業のご案内は ☎23-9400
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※6月24日までの気象データを基にした予測となります。【コシヒカリ】

出穂期

7月　9 日

7 月 14 日

7 月 20 日

7 月 25 日

移植日

4月 10 日

4 月 20 日

4 月 30 日

5 月 10 日

１回目散布（出穂期の３日後）
【成虫対象】

7月 12 日

7 月 17 日

7 月 23 日

7 月 28 日

２回目（出穂期の15日後）
【幼虫対象】

7月 24 日

7 月 29 日

8 月　4 日

8 月　9 日

①田面水表面を自己拡散して広がります！！
※湛水状態（３～５㎝）での散布、また散布は田面全体に均一に行っ
てください。

②散布後４～５日間は水の出入りを止めて、７日間は落水・かけ流し
をしないようにしましょう。

※深水は避けてください。

③藻類・表層はく離等の浮遊物が多い条件では拡散が不十分となり、
効果不足が生じるため注意しましょう。

※周縁部からの散布は避け、ていねいに散布してください

④出穂後３～７日の散布をおすすめ。カメムシの繁殖源となる雑草
等周囲にあると、カメムシ類の水田への侵入が多くなり、斑点米
被害も多発しやすくなるので注意しましょう。

※草刈り等は出穂10日前までに行うようにしてください。

斑点米カメムシ類に

対して高い防除効果！！
水に溶けやすい為、

深水には要注意！

カメムシがいた場合

直接付着させます！

キラップ粒剤キラップ粒剤 スタークル粒剤スタークル粒剤 ブラシントレバリダ粉剤ＤＬブラシントレバリダ粉剤ＤＬ

※キラップ、スタークルは散布後４〜５日間は湛水状態を保ち、７日間は落水及び

　かけ流しはしないで下さい。

◎斑点米カメムシ類の防除適期（コシヒカリ）

　　　　　　　　に注意して
品質の良いお米をつくりましょう！
斑点米カメムシ類

令和７年令和７年

水
稲
栽
培
に
つ
い
て

らくらく散布！！
 スタークル豆つぶ
らくらく散布！！
 スタークル豆つぶ

その他注目！



ほなみ－662－2025（R7）.7月号
●税務相談日 7月15日（火）・8月5日（火）午前9時30分～12時まで（要予約）

●法律相談日 7月17日（木）・8月7日（木）午前9時30分～12時まで（要予約）　●祭司事業のご案内は ☎23-9400
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×悪い例「縦結び」

○良い例「真結び」

③
３回目の折り線が、袋に引かれ
ている緑色の横線に合うように
折ります。

②
袋の空気を抜き、手前（検査証
明欄のある方）から袋の口を３
回折ります。

①
米を袋に詰めたら、検査証明欄
を手前にして両端をつかみま
す。

⑥
荷造り後、一旦袋を倒せば中身
が均等になり、しっかりとした
米袋になります。

⑤
ひもの根元で「真結び」にしま
す。「縦結び」にならない様に
注意します。

④
ひもを結ぶ際、緑色の縦線に
沿って折り込みます。

きちんと包装荷造りされた米袋は、整った「はい付け」ができ、倉庫管理において安全に
作業を行なえます。事故防止のため、ご協力をお願いいたします。

（
皆
掛
重
量
30.6
キ
ロ
に
し
て
下
さ
い
。）

◇
次
の
手
順
を
参
考
に
し
て
正
し
い
包
装
荷
造
り
を
し
ま
し
ょ
う
◇

【主な要件】　〇千葉県内に住所を有する個人事業主又は千葉県内に主たる事業所を有する法人であること。
〇申請日時点において、千葉県内で営農しており、引き続き千葉県内で営農する意思を有すること。等
※本給付金の詳細は、専用ウェブサイトでご確認ください。

【申請額の算定方法】　申請は１回限りとし、１０万円を上限に支援します。
　　　　　　　　　　（１,０００円未満の端数がある場合は、これを切り捨てた額となります）

〇令和６年途中から令和７年にかけて就農した認定新規就農者は、就農から１年を経過する日の前日又は令和７年６
月３０日のいずれか早い日までに発行された給付対象経費がわかる領収書等で算出。
〇申請多数の場合は給付金の額が申請額より少なくなることがあります。

なお、申請額は次の式で計算できます。 令和６年度の肥料費×０.２３×１/２

令和７年６月２日（月）～令和７年８月１５日（金）令和７年６月２日（月）～令和７年８月１５日（金）

【特設ページ】https://jimukyoku.site/chiba/hiryoshien/

（平日 午前１０時から午後７時まで）※休業日：土・日・祝日☎ 0120-975-335

千葉県では、肥料価格高騰の影響を受けている農業者の皆様に給付金を交付します。

令和６年の肥料費※１

※１ 直近の決算書における肥料費
令和３年の肥料費※２

※２ 令和３年の肥料費＝令和６年の肥料費×０.７７（価格高騰率）

●申 請 期 間：

●交付対象者：生産性向上に取り組む農業経営体
　　　　　　　（自ら農産物の生産を行なっており、農産物販売額が５０万円以上の農業者が対象です。）

●給 付 金 額：肥料高騰額の１/２以内（上限１０万円）

●申請窓口・相談など：千葉県肥料価格高騰緊急支援事務局

（ ）×１／２以内ー

令和７年産米出荷者のみなさまへ

◎  包装荷造り方法について ◎

千葉県肥料価格高騰緊急支援事業のご案内
～肥料価格高騰の影響を受けている農家の皆様を支援します～
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提携先（順不同）提携先（順不同）

清 見 台 ホ ー ル

青霄苑（岩根駅東口）
セ レ モ ニ ー イ シ イ

鹿 島 商 店

久 留 里 法 輪 閣

東清会館（袖ケ浦市神納）

メープルホール横田

天 昇 閣 岩 根 ホ ー ル

しょうせい えん

ご相談ください
どのメーカーでもＯＫ

生活課　特販係

　大切な主食であるお米を守り、実り豊かな

秋を迎えるため、水稲の病害虫防除にご理解

とご協力をお願いいたします。

●散布地区及び実施予定日

地 区 名

下郡地区
富来田地区

笹子地区
犬成地区
中尾地区

下望陀地区
大寺地区
椿地区

実施予定日

7月10日（木）

7月15日（火）

7月11日（金）
7月12日（土）

●実施時間　午前4時45分頃〜午前11時頃まで

①回収時に放射能濃度
を個別に測定させて
頂きます。

　基準値（0.23 マイクロ
シーベルト）以上の場
合受付できません。

②近年、廃ビニール等の
搬入規格について守
られていないものが
散見されます。規格が
守られていない場合、
回収をお断りするこ
ともありますので、何
卒ご理解とご協力の
ほど、よろしくお願い
します。

14：30

回収日　令和７年７月２３日（水）

処理代金は１ｋｇ当たり５０円です。

（当日現金にてお支払い頂きます。）

・営農推進課 ☎98-0321
・中郷経済センター ☎98-6681
・富来田経済センター ☎53-5313

詳しい
お問い合せは

シャッターの
・修理
・電動化

君津地域 植物防疫協会

無人ヘリコプターによる
水稲防除日程のお知らせ

農業用廃プラスチック
　回収します（有料）
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●税務相談日 7月15日（火）・8月5日（火）午前9時30分～12時まで（要予約）

●法律相談日 7月17日（木）・8月7日（木）午前9時30分～12時まで（要予約）　●祭司事業のご案内は ☎23-9400

■
議
案

(1)
令
和
７
年
度
上
半
期
決
算
方
針

に
つ
い
て

(2)
組
合
員
の
出
資
減
口
承
認
に
つ

い
て

(3)
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
継
続
加

入
に
つ
い
て

(4)
夏
季
賞
与
に
つ
い
て

■
連
絡
報
告
事
項

(1)
米
穀
情
勢
に
つ
い
て

(2) 

令
和
７
年
産
米
出
荷
契
約
実
績

に
つ
い
て

(3)
令
和
７
年
産
の
高
品
質
米
買
入

価
格
加
算
対
応
に
つ
い
て

(4)
令
和
７
年
秋
の
農
繁
期
営
業
に

つ
い
て

(5)
令
和
７
年
秋
の
農
機
整
備
・
安

全
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

(6)
５
月
末
事
業
実
績
・
収
支
状
況

に
つ
い
て

(7)
増
資
に
つ
い
て

(8)
支
部
長
会
議
開
催
結
果
に
つ
い
て

(9)
第
３
四
半
期
の
余
裕
金
運
用
方

針
・
計
画
に
つ
い
て

(10)
も
み
乾
燥
用
灯
油
、軽
油
の
予

約
注
文
に
つ
い
て

(11)
令
和
７
年
度
上
半
期
支
店
監
事

監
査
の
結
果
に
つ
い
て

(12)
令
和
７
年
度
財
務
諸
表
監
査

（
期
中
Ⅰ
）の
実
施
に
つ
い
て

  7月15日
  　  16日～18日
  　  17日
  　  18日
  　  22日～23日
  　  29日
  8月  2日
  　    5日
  　    7日
  　  11日

  7月15日
  　  16日～18日
  　  17日
  　  18日
  　  22日～23日
  　  29日
  8月  2日
  　    5日
  　    7日
  　  11日

税 務 相 談
集 団 検 診
法 律 相 談
秋農機・整備安全講習会
巡回人間ドッグ
理 事 会
年金相談会（真船支店）
税 務 相 談
法 律 相 談
農 繁 期 営 業

税 務 相 談
集 団 検 診
法 律 相 談
秋農機・整備安全講習会
巡回人間ドッグ
理 事 会
年金相談会（真船支店）
税 務 相 談
法 律 相 談
農 繁 期 営 業

　平成15年から取り組んでおります増資
について、おかげさまで出資金は15億円
余増加いたしました。これもひとえに組
合員のみなさまの御理解の賜物と深く感
謝申し上げます。
　農協は、組合員によって設立された協
同組織として、地域農業を振興し組合員
が健康で豊かな生活を実現することを目
的に様々な事業活動に取り組んでいます。
　経営の健全化と自己資本の増強により
財務・組織基盤の強化を図り、農協とし
ての役割をさらに発揮するために、組合
員のみなさまの一層の御理解と御協力を
賜りますようお願い申し上げます。

木 更 津 市 農 業 協 同 組 合
代表理事組合長　石渡　　肇

JA木更津市では、令和８年３月新卒採用

職員（卒業後３年以内の既卒者も可）、中途

採用職員を募集中です。

募集要項・職種など、詳細は当組合ホーム

ページ内の「採用情報」をご覧いただくか、

総務部人事教育課（☎２５-８７２２）へお
気軽にお問い合わせください。

JA木更津市では、令和８年３月新卒採用

職員（卒業後３年以内の既卒者も可）、中途

採用職員を募集中です。

募集要項・職種など、詳細は当組合ホーム

ページ内の「採用情報」をご覧いただくか、

総務部人事教育課（☎２５-８７２２）へお
気軽にお問い合わせください。

■
理
事
会
報
告

6
月
30
日
（月） 

本
店 

大
会
議
室

組合員のみなさまへ
（ 増 資 に つ い て ）

正職員募集のお知らせ

職員のうごき
● 令和7年6月1日付退 職

近藤昭男

氏　名 旧　任

総務部長付（人事教育担当）（嘱託）
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最大引下げ後金利【固定】
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あと がき
　

六
月
に
雨
の
雫
を

纏
い
、
美
し
く
咲
き

誇
る
紫
陽
花
で
す
が
、

あ
ま
り
の
日
差
し
の

強
さ
に
日
焼
け
を
し

て
し
ま
っ
て
い
る
株

も
あ
り
、
な
ん
だ
か

と
て
も
可
哀
想
に
思

い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
更
に
暑
く

な
り
、
残
暑
も
厳
し
い
と
言

わ
れ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
恐

怖
で
す
。
ま
た
早
々
と
台
風

も
発
生
し
て
、
気
象
の
変
動

も
激
し
そ
う
で
す
。
対
策
を

万
全
に
し
て
、
決
し
て
無
理

を
な
さ
ら
ぬ
よ
う
、
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

Ｋ
・
Ｍ

真船支店
令和７年

午前９時～午後３時まで
  ８月２日（土）

社会保険労務士が、個別に
ご相談を承ります。（要予約）

真船支店

毎月（祝日除く）
第２土曜

８：３０～１５：００
〈軽自動車〉
２，２００円（税込）

〈小型・普通自動車〉
２，７５０円（税込）

愛車点検感謝デーも開催中！
オイル交換がお得です

1.20

〔申込対象期間〕  令和７年　５月　１日（木）
 ～ 令和７年　７月３１日（木）

１５年以内１５年以内

年金無料相談会の
ご案内


